
 

 公益社団法人 京都府青少年育成協会  

気づいてる? あなたのまわりの あたたかさ≪京都府青少年健全育成府民運動スローガン≫ 

作 品 集 

令和 5年度家族ふれあい大賞 
第 27回「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展」 

小学生対象 

主催/京都府 京都府教育委員会 （公社）京都府青少年育成協会 

中学生対象 
第 45回「少年の主張京都府大会」 

主催/（公社）京都府青少年育成協会 京都府 PTA協議会 
       京都市 PTA連絡協議会 （独）国立青少年教育振興機構 

2023 
（令和 5年度） 

令和 5年度家族ふれあい大賞第 27回「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展」 

【家族ふれあい大賞 京都府知事賞】 受賞作品 

「おじいちゃんちで、スモモ狩り」 

京田辺市立草内小学校 6年 村上 穂乃歌さん 



 
 

    
 （

公
社
）
京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
で
は
、
明
る
い
家
庭
づ
く
り
や
青
少
年
の
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
家
族
ふ
れ
あ
い
大
賞
」
・
「
明
る

い
家
庭
づ
く
り
（
家
庭
の
日
）
絵
画
展
」
～
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
運
動
の
普
及
啓
発
事
業
～
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
」
の
二
つ
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

令
和
五
年
度
家
族
ふ
れ
あ
い
大
賞
・
第
二
十
七
回
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
（
家
庭
の
日
）
絵
画
展
」
は
、
京
都
府
と
京
都
府
教
育
委
員
会
が
令
和
二
年
度
ま
で
実
施

し
て
こ
ら
れ
た
家
族
ふ
れ
あ
い
大
賞
（
絵
画
部
門
・
写
真
部
門
）
事
業
と
当
協
会
が
実
施
し
て
き
ま
し
た
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
（
家
庭
の
日
）
絵
画
展
」
事
業
を
令

和
三
年
度
か
ら
一
つ
の
事
業
に
統
合
し
、
小
学
生
か
ら
見
た
家
族
や
家
庭
内
で
の
微
笑
ま
し
い
ふ
れ
あ
い
を
絵
に
表
現
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
に
と
っ
て
家
庭
の
役
割
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
京
都
府
、
京
都
府
教
育
委
員
会
と
当
協
会
の
共
催
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度

は
、
一
一
一
校
・
七
九
六
作
品
の
心
温
ま
る
絵
画
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
知
事
賞
に
は
、
村
上
穂
乃
歌
さ
ん
（
京
田
辺
市
立
草
内
小
学
校
六
年
生
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
入
賞
さ
れ
た
作
品
二
十
三
点
及
び
佳
作
三
十
四
点
に
よ
る
入
賞
作
品
展
を
令
和
六
年
三
月
か
ら
府
内
二
十
六
箇
所
で
開
催
し
ま
す
。 

 

 

第
四
十
五
回
「
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
」
は
、
人
格
を
形
成
す
る
上
で
重
要
な
時
期
に
あ
る
中
学
生
が
、
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と

な
ど
を
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
、
そ
れ
を
「
少
年
の
主
張
」
と
し
て
広
く
訴
え
る
機
会
を
設
け
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
行
動
を
促
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
、
京
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
、
（
独
）
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
の
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
三
十
九
校
・
七
〇
四
〇
編

の
素
晴
ら
し
い
作
文
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
事
前
の
審
査
委
員
会
（
第
一
次
・
第
二
次
）
で
入
選
十
五
編
と
佳
作
三
十
七
編
を
選
出
し
ま
し
た
。
入
選
の
十
五
名
が
令
和

五
年
九
月
二
十
三
日
に
聞
法
会
館
で
開
催
し
た
京
都
府
大
会
に
お
い
て
主
張
を
発
表
し
、
各
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。 

京
都
府
大
会
で
京
都
府
知
事
賞
に
輝
い
た
ア
ブ
ド
ゥ
ル 
フ
セ
イ
ン
・
ナ
ジ
ュ
マ
さ
ん
（
相
楽
東
部
広
域
連
合
立
笠
置
中
学
校
三
年
生
）
を
京
都
府
代
表
と
し
て
、
全

国
大
会
候
補
者
に
推
薦
し
、
中
部
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
、
第
四
五
回
「
少
年
の
主
張
全
国
大
会
」
～
わ
た
し
の
主
張
２
０
２
４
～
（
於
／
東
京
）
で
主
張
を
発

表
し
、
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

御
応
募
い
た
だ
い
た
小
学
生
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
事
業
の
実
施
に
御
支
援
・
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
学
校
や
保
護
者
の
皆
様
並
び
に
関
係
機
関
・
団

体
の
皆
様
、
さ
ら
に
は
熱
心
に
作
品
の
審
査
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
審
査
委
員
の
皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
冊
子
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で
入
賞
さ
れ
た
作
品
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
御
高
覧
い
た
だ
き
、
小
学
生
の
抱
く
家
庭
の
温
か
さ
、
中
学
生
が
日
頃
感
じ
て
い

る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
か
ら
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
心
の
成
長
の
一
助
と
な
り
ま
す
こ
と
を
念
願
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
取
組
の
裾
野
が
広
が
り
、
青
少
年
の

健
全
育
成
の
輪
が
一
層
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 
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令和5年度「家族ふれあい大賞」 
第27回「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展」  

～「明るい家庭づくり」運動の普及啓発事業～概 要 
  

1 趣旨 

「子育て環境日本一」の実現に向け、「明るい家庭づくり」運動の普及啓発など、京都全体の気運を醸成するため、家庭内での微笑 
ましいふれあいを絵画や写真に表現することを通して、子どもたちの健やかな成長にとって家庭の役割の大切さを再認識すると 
ともに、子育て応援のメッセージを伝える取組として、作品の募集・発信を行います。 
 

2 主催 京都府、京都府教育委員会、公益社団法人京都府青少年育成協会 
 
３ 後援 京都市・京都市教育委員会・京都府市町村教育委員会連合会・京都府小学校校長会・京都市小学校長会・京都府私立小学 

校連合会・京都新聞・朝日新聞京都総局・毎日新聞社京都支局・読売新聞京都総局・産経新聞社京都総局・日本経済新聞社 
京都支社 ・ＮＨＫ京都放送局・ＫＢＳ京都・エフエム京都（順不同） 
 

4 作品募集（絵画部門のみ掲載） 
（1）題材        親子や家庭におけるほほえましい雰囲気等を表現したもの。「画題（タイトル）」必要。 
（2）対象        京都府内の小学校及び特別支援学校小学部に在籍している児童。 
（3）大きさ      四つ切（38ｃｍ×54ｃｍ）、横書き 
（4）画材等      自由 
（5）厚さ       作品は画面から3mm以内であれば盛り上げ、貼り付けを可。 
（6）募集締切    令和5年9月11日（月）（当日消印有効） 
（7）応募方法    ①必要事項を記入した所定の「応募票」（＊１）を作品裏面にのりづけして、各学校で取りまとめて、所定の「応募 

者名簿」（＊２）を添付の上、京都府青少年育成協会事務局へ送付。 
②個人の方は、直接京都府青少年育成協会事務局へ送付。 
＊１「応募票」及び＊２「応募者名簿」は協会ホームページからダウンロードすること。また、絵画の応募は一人１ 
作品で未発表、自作のものに限る。 【HP http://www.kyoto-seishonen.or.jp/】 
  

5 審査及び入賞作品等 
(1)入賞作品等 

【家族ふれあい大賞/3点】 

京都府知事賞 京都府教育委員会教育長賞 京都府青少年育成協会会長賞  /各1点   
 

【家庭の日賞/6点】 

京都市長賞 京都市教育長賞 京都府市町村教育委員会連合会会長賞 京都府小学校校長会会長賞 

京都市小学校長会会長賞  京都府私立小学校連合会会長賞   /各1点  
 
【まいにちがたからもの賞/6点】 

毎日新聞社賞 読売新聞社賞 産経新聞社賞 日本経済新聞社京都支社賞 ＮＨＫ京都放送局賞 エフエム京都賞  /各1点 
  

【優秀賞/8点】 

【佳作/34点】 

(2)審査  審査委員会で入賞作品及び佳作を決定した。 

（3）①審査委員会審査委員 （50音順・敬称略） 
上田 静男（委員長）  

岩崎 宏紀   寺町 麗子   藤田 健一   二宮 靖男   野田 千幸   山下 英孝   
 

    ②最終審査委員会審査委員（50音順・敬称略） 

         赤松 玉女（委員長） 

         作道   雄   水野 哲雄  永田   紅   
   

6 表彰 
令和6年2月23日（金・祝）、京都ガーデンパレス 「葵」において、入賞者（個別賞）の表彰を行い、会場内において入賞作品 

の展示を行います。 
 
7 入賞作品展の開催 

   京都府内27箇所で絵画入賞作品展を開催します。 
 
8  その他 

(1)応募者には、参加賞を進呈します。 

(2)入賞作品は、入賞作品等の巡回展示で掲示するほか作品集、明るい家庭づくり運動啓発カレンダー、啓発資料等に活用すると 

ともに、協会HPに掲載します。（作品の活用時に、作品の画題及び学校名・学年・氏名を記載します。） 

(3)入賞作品の出版権は、（公社）京都府青少年育成協会に帰属します。 
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入賞作品は、（公社）京都府青少年育成協会の HP からご覧いただけます。 
URL http://www.kyoto-seishonen.or.jp/ 

賞 タイトル 氏 名 学校・学年 

＜家族ふれあい大賞＞    

京都府知事賞 
京都府教育委員会教育長賞 

おじいちゃんちで、スモモ狩り 

お父さんの背中にのって 
村 上 穂乃歌 

今 西 栗 子 

京田辺市立草内小学校 6年 

宇治田原町立宇治田原小学校 1年 
京都府青少年育成協会会長賞 かぞくみんなとピクニック 飯 田 花 帆 京都市立正親小学校 2年 

＜「家庭の日」賞＞    

京都市長賞 出産おめでとう 髙 井   蘭 京都市立御所南小学校 3年 

京都市教育長賞 かたたたき 吉 田 葉 七 京都市立伏見板橋小学校 5年 

京都府市町村教育委員会 
       連合会会長賞 

家族だんご 仲 田 尊 亮 木津川市立高の原小学校 3年 

京都府小学校校長会会長賞 おいしい野菜がたくさんとれた！ 渡 邉 水 翔 京田辺市立田辺小学校 4年 

京都市小学校長会会長賞 

京都府私立小学校連合会会長賞 

大好きな妹の七五三参りの日 

ちちのおたんじょうび 
飯 田 直 央 

城 戶 紅 葉 

京都市立正親小学校 5年 

京都女子大学附属小学校 1年 

＜まいにちがたからもの賞＞    

毎日新聞社賞 きれいな花火 川 嶋 将 生 木津川市立相楽台小学校 3年 

読売新聞社賞 大好きなプール 中 嶋 秋 穂 木津川市立南加茂台小学校 2年 

産経新聞社賞 はるとおいかけっこ 河 邉 純 羽 京都市立花園小学校 3年 

日本経済新聞社京都支社賞 家族 6人で記念写真 内 藤 結 葵 京田辺市立三山木小学校 2年 

NHK京都放送局賞 かんびょうしてくれる母の様子 小 濱 優 依 南丹市立八木東小学校 4年 

エフエム京都賞 かぞくでキャンプ 楠 田 結 菜 木津川市立城山台小学校 2年 

＜優秀賞＞（順不同）    

優秀賞 家族の音楽会 張 田 知華子 長岡京市立神足小学校 3年 

優秀賞 大好きな本を家族のみんなに！！ 前 田 泰 佑 城陽市立青谷小学校 1年 

優秀賞 カ二とり 黒 田 英 嗣 木津川市立城山台小学校 1 年 

優秀賞 みんなで入ると楽しいお風ろ 鐘ケ江 真 弥 木津川市立州見台小学校 2年 

優秀賞 ばあちゃんのスイカまってたよ 小 川 瑞 貴 木津川市立木津小学校 2年 

優秀賞 楽しいクリスマス 奥 田 翼 玖 精華町立精北小学校 2年 

優秀賞 かぞくとはなび 久 保 怜 也 相楽東部広域連合立和束小学校1年 

優秀賞 応援するって楽しいね！ 山 口 蒼 衣 舞鶴市立新舞鶴小学校 3年 

    

 

氏名 学校・学年 氏 名 学校・学年 

片山   怜 

竹若あおい 

山根 光生 

代田 眞子 

松山 朋加 

白藤 優芽 

田中 京吾 

井上 栞里 

松田 埜希 

丸山湊太郎 

重松 愛裕 

竹内 優菜 

谷本 凛々 

久保   健 

内山 綾乃 

西村 統寿 

髙尾 幸加 

 

京都市立太秦小学校 5年 

京都市立凌風小学校 4年 

京都市立百々小学校 3年 

京都市立常磐野小学校 3年 

京都市立西院小学校 1年 

京都市立錦林小学校 3年 

京都市立北白川小学校 4年 

京都市立鏡山小学校 3年 

京都市立嵐山東小学校 4年 

向日市立第４向陽小学校 2年 

宇治市立北槇島小学校 4年 

宇治市立大久保小学校 3年 

八幡市立橋本小学校 2年 

木津川市立加茂小学校 3年 

木津川市立梅美台小学校 1年 

久御山町立東角小学校 1年 

井手町立井手小学校 1年 

大角 向葵 

蒲原   光 

岡 治佳 

稲子   杏 

柚木 恵茉 

西羅 友翔 

森川日菜乃 

中澤 藍衣 

大石早智花 

米原亜緒依 

大槻 正俊 

末次 彩夏 

山口 真凛 

開   花夏 

上山 颯馬 

小西 希歩 

矢野 日向 

宇治田原町立田原小学校 2年 

宇治田原町立宇治田原小学校 1年 

精華町立山田荘小学校 2年 

精華町立東光小学校 1年 

相楽東部広域連合立和束小学校 1年 

相楽東部広域連合立南山城小学校 2年 

亀岡市立保津小学校 1年 

亀岡市立つつじケ丘小学校 4年 

南丹市立園部小学校 5年 

綾部市立物部小学校 3年 

綾部市立西八田小学校 4年 

福知山市立雀部小学校 5年 

舞鶴市立新舞鶴小学校 1年 

舞鶴市立大浦小学校 5年 

伊根町立本庄小学校 5年 

与謝野町立加悦小学校 2年 

京丹後市立いさなご小学校 4年 

 

（順不同） 
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―家族ふれあい大賞― 

京都府知事賞 

「おじいちゃんちで、スモモ狩り」 

京田辺市立草内小学校 6年  
村上 穂乃歌さん 

京都市立正親小学校 2年 
飯田 花帆さん 

京都府青少年育成協会会長賞 

「かぞくみんなとピクニック」 

宇治田原町立宇治田原小学校 1年 
今西 栗子さん 

京都府教育委員会教育長賞 

「お父さんの背中にのって」 



5 

 

 

  

―「家庭の日」賞― 

京都市長賞 

京都市立御所南小学校 3年 
髙井   蘭さん 

「出産おめでとう」 

京都市教育長賞 

京都市立伏見板橋小学校 5年 

吉田 葉七さん 

「かたたたき」 

京都府市町村教育委員会 
連合会会長賞 

木津川市立高の原小学校3年 
仲田 尊亮さん 

「家族だんご」 

京都府小学校校長会会長賞 

京田辺市立田辺小学校 4年 
渡邉 水翔さん 

「おいしい野菜がたくさんとれた！」 



6 

 

 

  

―「家庭の日」賞― 

京都市小学校長会会長賞 

京都市立正親小学校 5年 
飯田 直央さん 

「大好きな妹の七五三参りの日」 

京都府私立小学校連合会会長賞 

京都女子大学附属小学校 1年 
 城戶 紅葉さん  

「ちちのおたんじょうび」 

―まいにちがたからもの賞― 

毎日新聞社賞 

木津川市立相楽台小学校 3年 

川嶋 将生さん 

「きれいな花火」 

読売新聞社賞 

木津川市立南加茂台小学校2年  

中嶋 秋穂さん 

「大好きなプール」 
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―まいにちがたからもの賞― 

産経新聞社賞 

京都市立花園小学校 3年 
河邊 純羽さん 

「はるとおいかけっこ」 

日本経済新聞社京都支社賞 

京田辺市立三山木小学校 2年 
 内藤 結葵さん 

「家族 6人で記念写真」 

ＮＨＫ京都放送局賞 

南丹市立八木東小学校 4年 

小濱 優依さん 

「かんびょうしてくれる母の様子」 

エフエム京都賞 

木津川市立城山台小学校2年  

楠田 結菜さん 

「かぞくでキャンプ」 



8 

 

 

  

―優秀賞― 

優秀賞 

長岡京市立神足小学校 3年  
張田 知華子さん 

「家族の音楽会」 

優秀賞 

城陽市立青谷小学校1年  
前田 泰佑さん 

「大好きな本を家族のみんなに！！」 

優秀賞 

木津川市立城山台小学校1年  
黒田 英嗣さん 

「カ二とり」 

優秀賞 

木津川市立州見台小学校 2年 

 鐘ケ江 真弥さん 

「みんなで入ると楽しいお風ろ」 



9 

 

 
―優秀賞― 

優秀賞 

木津川市立木津小学校2年  

小川 瑞貴さん 

「ばあちゃんのスイカまってたよ」 

優秀賞 

精華町立精北小学校 2年  
奥田 翼玖さん 

楽しいクリスマス 

相楽東部広域連合立和束小学校 1年 

 久保 怜也さん 

優秀賞 

「かぞくとはなび」 

優秀賞 

舞鶴市立新舞鶴小学校 3年 

 山口 蒼衣さん 

「応援するって楽しいね！」 
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令和 5年度「家族ふれあい大賞」 
第 27回「明るい家庭づくり（家庭の日）絵画展」  

講 評 

 

はじめに、2024 年元旦におこった能登半島での震災でお亡くなりになられた⽅々に⼼よりお悔やみを

申し上げます。被害を受けられたすべての関係者の皆様に、お⾒舞いを申し上げます。震災の後、復旧

が進まない状況から、⼦どもたちが家族と離れて暮らすことが余儀なくされているニュースを⽿にし、

そうしたご家族の決断にも⼦どもの未来を⼤切に思う気持ち、家族の強い絆を感じました。１⽇も早い

復興をお祈り申し上げます。 

さて、⼦育て応援のメッセージを伝える取組として、平成 15 年度から実施している「家族ふれあい⼤

賞」の審査を今年もさせていただきました。 

新型コロナ感染症が昨年５⽉に５類感染症移⾏したことから、活動制限もなくなり、より活発になっ

た⽇常や、家族と過ごすイベントを描いた絵画が 796 作品、写真が 61 作品、総数 857 作品の応募があ

りました。応募してくださった⼦どもたち、ご家族をはじめ、このコンクールにご協⼒いただいた皆様

に⼼から感謝いたします。 

審査に当たっては、この企画の趣旨である「明るい家庭づくり」「家族の触れ合い」をより感じさせて

くれるものを選考しました。⽇常の様⼦、また特別な⽇のイベントを、⼦どもの⽬線で観察し、細かい

ディテールまで覚えて描いている様⼦に、家族と過ごす喜びや楽しさが伝わってきます。 

近年はさまざまな要因から、家族の構成も、家庭の姿も多様になっています。デジタル化による社会

の変化も加速しています。コロナ禍や⾃然災害などを経て、あらためて家族と過ごせる毎⽇こそがかけ

がえのない体験であり、それを描こうとする⼦どもたちの気持ち、シャッターを切る家族の思いには、

ライフスタイルが変わっても、あたたかい⼼の交差や家庭が果たす役割の⼤切さがあると気付かされま

す。 

⼦どもたちや⼦育て真っ最中のご家族が、絵や写真をきっかけに笑顔になり⼀緒に選びながら、⼼の

⾵通しがよくなってくれればと思います。そして作品に表現された喜びが、より多くの皆様に伝わり、

⼦どもたちと⼦育てする家族の思いに繋がり、今⼀度家族について考える機会にしていただけたらと願

っています。 

 

京都市立芸術大学長 画家 

赤松 玉女 
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第
四
十
五
回
『
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
』 

概
要 

 
１ 
趣 

 

旨 
 
 

 
少
子
高
齢
化
、
国
際
化
、
情
報
化
が
急
速
に
進
み
、
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る 

現
代
社
会
に
お
い
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
心
身
と
も
に
健
康
で
他
者
を
思 

い
や
る
心
を
も
ち
、
社
会
的
に
自
立
し
て
い
け
る
、
健
や
か
な
成
長
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

そ
の
た
め
に
は
、
広
い
視
野
と
柔
軟
な
発
想
や
創
造
性
な
ど
と
共
に
、
物
事
を
論
理
的 

に
考
え
る
力
や
、
自
ら
の
主
張
を
正
し
く
伝
え
、
理
解
し
て
も
ら
う
力
な
ど
を
身
に
付
け 

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 
 
 

少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
契
機
と
な
る
こ
と 

を
願
い
実
施
し
た
。 

 

２ 

主 
 

催 
 

 

（
公
社
）
京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
・
京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
・ 

 
 
  
 

京
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
・（
独
）
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構 

 

３ 

後 
 

援 
 

 

京
都
府
・
京
都
府
教
育
委
員
会
・
京
都
市
・
京
都
市
教
育
委
員
会
・
京
都
府
市
町
村
教
育 

委
員
会
連
合
会
・
京
都
府
公
立
中
学
校
長
会
・
京
都
府
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
・
京 

都
新
聞
・
朝
日
新
聞
京
都
総
局
・
毎
日
新
聞
社
京
都
支
局
・
読
売
新
聞
京
都
総
局
・
産
経 

新
聞
社
京
都
総
局
・
日
本
経
済
新
聞
社
京
都
支
社
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
・
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
・ 

エ
フ
エ
ム
京
都
（
順
不
同
） 

 

４ 

作
文
の
内
容 

 

（
１
）
社
会
や
世
界
に
向
け
て
の
意
見
、
未
来
へ
の
希
望
や
提
案
な
ど
。 

（
２
）
家
庭
、
学
校
生
活
、
社
会(

地
域
活
動)

及
び
身
の
回
り
や
友
だ
ち
と
の
関
わ
り
な 

ど
。 

（
３
） 

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
少
年
の
問
題
行
動
、
大
人
や
社
会
の
様
々 

な
出
来
事
に
対
す
る
意
見
や
感
想
、
提
言
な
ど
。 

 

５ 

応
募
対
象 

  
 
 
 

京
都
府
内
の
中
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
中
等
部
に
在
籍
し
て
い
る
生
徒
。 

 
 
 

国
籍
は
問
わ
な
い
が
、
日
本
語
で
発
表
で
き
る
こ
と
が
必
要
。 

な
お
、
作
品
は
一
人
一
作
品
で
未
発
表
、
自
作
の
も
の
に
限
る
。 

 

６ 

経 
 

過  
 

（
１
）
作
文
募
集 

令
和
五
年
四
月
下
旬
、
募
集
要
項
及
び
ポ
ス
タ
ー
等
を
府
内
各
市
町
村
・ 

市
町
村 

教
育
委
員
会
、
各
中
学
校
、
青
少
年
団
体
、
関
係
機
関
等
へ
配
布
し
て
募
集 

 

（
２
）
募
集
締
切 

令
和
五
年
八
月
一
日
（
火
）
応
募
総
数 

七
〇
四
〇
編
（
三
十
九
校
） 

 

（
３
）
応
募
作
文
の
審
査 

 

第
一
次
審
査
委
員
会
を
令
和
五
年
八
月
二
十
一
日
（
月
）、
第
二
次
審
査
委
員
会 

を
九
月
四
日
（
月
）
開
催
、
入
選
十
五
編
及
び
佳
作
三
十
七
編
を
選
定 
 

（
４
）
「
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
」 

令
和
五
年
九
月
二
十
三
日
（
土
・
祝
）
、
本
願
寺
聞
法
会
館
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
に
お 

い
て
、
本
大
会
を
開
催 

十
五
名
の
入
選
者
が
主
張
を
発
表
。
審
査
の
結
果
、
京
都
府 

知
事
賞
・
京
都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
・
京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
賞
・
京 

都
市
教
育
長
賞
・
京
都
府
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
会
長
賞
・
京
都
府
公
立
中
学 

校
長
会
会
長
賞
・
京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長
賞
・
京
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
会 

長
賞
・
京
都
新
聞
賞
・
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
賞
の
各
一
点
を
決
定 

 
 
  
  
  

 
 ［

第
一
次
審
査
委
員
］（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

勝
間
喜
一
郎 

 

杉
本 

 

勝 
 ［

第
二
次
審
査
委
員
］（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

 
 
 
 
  

野
村 

大
輔
（
委
員
長
） 

上
田 

静
男 

 

上
田 

智
子 

 

西
田 

一
慶 

 
 
 
 

東
谷 

祐
子 

 

福
田 

昌
弘 

 
 ［

大
会
審
査
委
員
］（
五
十
音
順
・
敬
称
略
） 

野
村 

大
輔
（
委
員
長
） 

上
田 

静
男 

 

上
田 

智
子 

 

寺
内 

 
 

繭 
 

西
田 

一
慶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東
谷 

祐
子 

 

福
田 

昌
弘 

 

中
本 

貴
久 

 

丹
羽 

寛
美 

 
 
 

 
 
 

 

（
５
）
「
少
年
の
主
張
」
全
国
大
会
へ
の
推
薦 

京
都
府
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
た
相
楽
東
部
広
域
連
合
立
笠
置
中
学
校
三
年
ア
ブ
ド 

ゥ
ル 

フ
セ
イ
ン
・
ナ
ジ
ュ
マ
さ
ん
を
全
国
大
会
候
補
者
と
し
て
推
薦
し
、
近
畿
・ 

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
全
国
大
会
で
主
張
を
発
表
し
、
国
立
青
少
年
教
育
振
興 

機
構
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。 

 

（
６
）
そ
の
他 

①
「
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
」
の
模
様
を
ネ
ッ
ト
配
信
し
て
い
ま
す
。 

 

＊
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。 

 
②
「
少
年
の
主
張
京
都
府
大
会
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
、
府
内
の
中
学
校
等
に
配
布
し 

ま
し
た
。 
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賞 テーマ 氏 名 学校・学年 

京都府知事賞 おばあちゃんが教えてくれたこと 
アブドゥル フセイン 

・ナジュマ 
相楽東部広域連合立笠置中学校 3年 

京都府青少年育成協会会長賞 #家族時間 大 城 愛 未 亀岡市立東輝中学校 3年 

京都府教育委員会教育長賞 いろいろなベクトルが行き交う部活 櫛 田 実 希 長岡京市立長岡第四中学校 3年 

京都市教育長賞 「自信」を持て、私 谷   まどか 京都光華中学校 3年 

京都府市町村教育委員会連合会会長賞 小さなことだけれど 意識を行動に 筈 井 和 奏 長岡京市立長岡第四中学校 3年 

京都府公立中学校長会会長賞 違いと共にあるために 川 上 香 羽 精華町立精華南中学校 3年 

京都府ＰＴＡ協議会会長賞 白紙のスケッチブック 三 村 吉 平 亀岡市立東輝中学校 3年 

京都市ＰＴＡ連絡協議会会長賞 なぜ勉強するのか 坂 本 有 彩 京都府立洛北高等学校附属中学校 3年 

京都新聞賞 原爆ドームから平和を考える 高 垣 心 梛 京田辺市立田辺中学校 2年 

ＫＢＳ京都賞 長所の探し方 大 垣   灯 宮津市立栗田中学校 2年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 今ならできるぞ、ぼくになら 黒 地 咲空斗 城陽市立東城陽中学校 3年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 どうしてこうなるの? 北 川 瑞 季 亀岡市立南桑中学校 1年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 書き留めておくもの 谷 村 知 洋 京都府立福知山高等学校附属中学校 2 年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 姉ちゃん、静かにしてぇ! 楠 本 昇 弦 亀岡市立育親中学校 3年 

京都府青少年育成協会会長奨励賞 「当たり前の日々の大切さ」 新 城 光 規 舞鶴市立城北中学校 3年 

氏 名 学校・学年 氏 名 学校・学年 

川島   楓 向日市立西ノ岡中学校 3年 鎌倉 日和 舞鶴市立城南中学校 3年 

廣川 世莉 長岡京市立長岡第四中学校 3年 吉田 亜胡 舞鶴市立若浦中学校 3年 

今村 文音 長岡京市立長岡第四中学校 3年 谷口 莉愛 舞鶴市立加佐中学校 3年 

川端 萌生 長岡京市立長岡第四中学校 3年 堀   愛未 宮津市立宮津中学校 2年 

榊田 順子 長岡京市立長岡第四中学校 3年 井﨑 咲希 与謝野町立加悦中学校 3年 

今井くるみ 長岡京市立長岡第四中学校 3年 金谷 基央 与謝野町立江陽中学校 3年 

稲垣 絢梨 城陽市立南城陽中学校 3年 黒田 るな 与謝野町宮津市中学校組合立橋立中学校 3年 

吉田 柚花 京田辺市立培良中学校 2年 南   天満 与謝野町宮津市中学校組合立橋立中学校 3年 

角田 栞菜 宇治田原町立維孝館中学校 3年 大槻 彩葉 京都府立洛北高等学校附属中学校 1年 

入江千咲葵 亀岡市立南桑中学校 2年 中村 瑛太 京都府立洛北高等学校附属中学校 1年 

牧野 心春 亀岡市立南桑中学校 2年 田中 小春 京都府立洛北高等学校附属中学校 2年 

菅沼 妃那 亀岡市立南桑中学校 2年 短田 理紗 京都府立洛北高等学校附属中学校 3年 

都筑 沙羅 亀岡市立南桑中学校 2年 曽川 茉那 京都府立南陽高等学校附属中学校 3年 

居相 咲希 福知山市立夜久野中学校 2年 常岡 祐輝 京都府立福知山高等学校附属中学校 1年 

大月 摩耶 福知山市立夜久野中学校 2年 松岡 菜月 京都府立福知山高等学校附属中学校 2年 

石田 光生 福知山市立夜久野中学校 3年 栫井 彩花 京都府立福知山高等学校附属中学校 3年 

近藤 悠人 舞鶴市立青葉中学校 3年 金森 優佳 京都府立福知山高等学校附属中学校 3年 

上西 胡桃 舞鶴市立白糸中学校 3年 西村   心 京都府立福知山高等学校附属中学校 3年 

北川   幸 舞鶴市立和田中学校 3年   

■入賞者・佳作者一覧■ 

入賞者 

第 45回「少年の主張京都府大会」 

佳作者（順不同） 
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京
都
府
知
事
賞 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が 

教
え
て
く
れ
た
こ
と
」 

相
楽
東
部
広
域
連
合
立 

笠
置
中
学
校 

３
年 

ア
ブ
ド
ゥ
ル 
フ
セ
イ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
ナ
ジ
ュ
マ 

 

皆
さ
ん
は
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
紛
争
」
を
知
っ
て 

い
ま
す
か
。
二
〇
〇
一
年
十
月
か
ら
約
十
年
間
に
わ

た
っ
て
続
い
た
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
連
合
軍

と
タ
リ
バ
ン
と
の
間
で
起
き
た
紛
争
で
す
。
二
〇
二

一
年
、
八
月
三
十
日
に
タ
リ
バ
ン
が
政
権
を
回
復
す

る
こ
と
で
終
結
し
ま
し
た
。
タ
リ
バ
ン
と
は
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
を
実
効
支
配
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
ス
ン

ナ
派
、
デ
ー
オ
バ
ニ
ド
の
イ
ス
ラ
ム
主
義
組
織
の
こ

と
で
す
。
つ
ま
り
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
言
わ
れ
て

い
る
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
集
団
で
す
。
私
に
と
っ
て

こ
の
紛
争
は
、
と
て
も
身
近
な
も
の
で
し
た
。 

 

私
は
ド
バ
イ
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
の
お
父
さ

ん
と
お
母
さ
ん
の
元
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
今
は
、
お

父
さ
ん
の
仕
事
の
た
め
に
家
族
み
ん
な
で
日
本
に

住
ん
で
い
ま
す
が
、
両
親
は
、
こ
の
紛
争
か
ら
逃
れ

る
た
め
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
ド
バ
イ
へ
移
住

し
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
多
く
の
親
戚
は
ま
だ
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ

の
中
に
、
私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も

い
ま
す
。
私
は
小
学
一
年
の
時
に
日
本
へ
来
ま
し
た
。

そ
の
日
か
ら
今
日
ま
で
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
い
つ
か
一
人
で
飛
行
機
に
乗
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
い
に
行

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
き
く
な
っ
た
私
の
姿

を
見
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
そ
の

願
い
は
、
私
が
小
学
五
年
生
の
時
に
絶
た
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

 

私
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
病

院
で
、
ガ
ン
の
た
め
に
入
院
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

病
院
を
、
あ
る
日
突
然
タ
リ
バ
ン
は
襲
っ
た
の
で
す
。

そ
の
時
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
病
室
に
い
て
、
タ
リ
バ
ン

の
無
作
為
な
民
間
施
設
の
襲
撃
に
よ
っ
て
命
を
奪

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
事
実
を
知
っ
た
時
、

私
は
と
て
つ
も
な
い
怒
り
と
悲
し
み
で
胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
な
ん
と

か
病
気
を
治
そ
う
と
必
死
で
闘
っ
て
い
た
は
ず
な

の
に
、
そ
の
瞬
間
か
ら
、
そ
の
希
望
を
奪
わ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
自
分
の
意
志
で
人
生
を
最
後
ま
で

全
う
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
誰
か
の
人
生
を
奪
う
と
い
う
こ
と

は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
人
生
を
奪
う
だ
け
で
な
く
、

そ
の
人
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
の
幸
せ
を
奪
う
こ

と
に
も
な
る
の
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
今
も
、
世
界
中
で
戦
争
や
紛

争
が
続
い
て
い
る
国
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
最
近

で
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
毎
日
の
よ
う

に
ニ
ュ
ー
ス
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
目
に
す
る
し
、
そ
こ
で
起

こ
る
痛
々
し
い
様
子
を
写
真
や
動
画
で
見
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
見
る
た
び
に
、
私
は
悲
し
い

思
い
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
他
人
事
で
は
な
い
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。 

 

私
は
、
武
力
的
な
行
為
で
人
が
命
を
落
と
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
は
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

人
の
人
生
を
全
う
す
る
権
利
、
生
き
る
権
利
を
奪
う

こ
と
に
も
な
る
の
で
、
り
っ
ぱ
な
人
権
侵
害
だ
と
考

え
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ど
ん
な
理
由

が
あ
っ
て
も
、
人
の
命
や
人
生
を
奪
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
今
の
私
は
、
ま
だ
ま
だ
政
治
的
な
難
し
い
事

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
教
え
て
く
だ
さ
い
。
な
ぜ
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
世
界
中
で
起
こ
っ
て
い
る
の
か
。

な
ぜ
、
こ
ん
な
や
り
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
き
な
い
よ
う
な
世
界
を
つ
く
る
た
め
に
、
私
た

ち
に
で
も
で
き
る
小
さ
な
一
歩
を
考
え
て
い
き
た

い
。
ど
こ
に
生
ま
れ
て
、
ど
ん
な
言
葉
を
使
っ
て
、

ど
ん
な
思
想
を
持
っ
て
い
て
も
、
こ
の
地
球
に
生
ま

れ
た
か
け
が
え
の
な
い
一
人
と
し
て
、
誰
ひ
と
り
の

命
も
ム
ダ
に
な
ら
な
い
、
自
分
ら
し
く
自
分
の
人
生

を
全
う
で
き
る
世
界
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
せ
ん

か
？ 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
賞 

「
♯
家
族
時
間
」 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

３
年 

 

大 

城 

愛 

未 

  

私
た
ち
は
今
、「
思
春
期
」
の
真
っ
只
中
に
い
る
。

そ
ん
な
私
と
同
年
代
の
皆
さ
ん
に
聞
き
た
い
。
あ
な

た
は
、
家
族
と
の
時
間
を
自
ら
作
っ
て
い
ま
す
か
。

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
り
、
笑
顔
で
会
話
す
る
時

間
を
増
や
し
た
り
し
て
い
ま
す
か
。 

 

私
に
は
、
二
つ
年
上
の
兄
が
い
る
。
小
さ
い
頃
、

私
は
毎
日
の
よ
う
に
兄
と
遊
ん
で
い
た
。
兄
の
大
好

き
な
ト
ミ
カ
で
遊
ん
だ
り
、
ご
っ
こ
遊
び
を
し
た
り

・
・
・
・
な
ん
だ
か
と
て
も
愛
ら
し
い
思
い
出
だ
。

兄
妹
ゲ
ン
カ
を
す
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
が
、

私
に
も
妹
に
も
優
し
い
兄
が
大
好
き
だ
っ
た
。 

 

九
年
前
の
夏
の
あ
る
日
。
家
族
で
海
に
出
か
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
小
学
一
年
生
だ
っ
た
私
に
と
っ
て

家
族
そ
ろ
っ
て
行
く
、
初
め
て
の
海
。
ワ
ク
ワ
ク
し

た
気
持
ち
の
一
方
で
、
出
か
け
る
前
に
兄
と
喧
嘩
を

し
て
し
ま
っ
た
私
は
、
海
に
向
か
う
車
の
中
で
も
、

兄
と
言
葉
を
交
わ
す
事
は
な
か
っ
た
。 

 

到
着
す
る
と
、
初
め
て
見
る
海
の
壮
大
さ
に
目
を

奪
わ
れ
た
。
潮
の
匂
い
や
波
の
音
、
そ
こ
で
遊
ぶ
人

た
ち
の
笑
い
声
。
ま
る
で
サ
フ
ァ
イ
ア
が
溶
け
込
ん

だ
よ
う
な
、
雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
が
映
る
、
き
れ
い

な
水
面
。
幼
い
私
は
心
を
一
気
に
つ
か
ま
れ
、
初
め

て
の
海
を
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
だ
。 

 

し
ば
ら
く
し
て
、
私
と
妹
は
浅
瀬
で
遊
ん
で
い

た
。
兄
の
名
前
を
呼
ぶ
大
人
た
ち
の
声
に
気
づ
い

た
。
気
づ
く
と
、
そ
ば
に
両
親
も
い
な
い
。
嫌
な
予

感
が
し
て
、
私
が
走
っ
た
先
に
は
・
・
・
・
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、
泣
き
叫
ぶ
母
と
、
父
か

ら
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
兄
の
姿
が
あ

っ
た
。
そ
の
時
の
こ
と
は
、
九
年
経
っ
た
今
も
、
鮮

明
に
覚
え
て
い
る
。
救
急
搬
送
先
の
病
院
で
、
両
親

は
私
と
妹
を
「
ご
め
ん
ね
。
」
と
抱
き
し
め
た
。
二

人
の
震
え
る
手
と
、
初
め
て
み
る
父
の
泣
き
顔
を
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
私
は
、
自
分
が
必
死
に
我

慢
し
て
「
私
は
大
丈
夫
だ
よ
。
」
と
言
っ
た
。
小
さ

い
な
が
ら
に
「
私
が
家
族
を
守
ら
な
い
と
。
」
と
思

っ
た
の
だ
。 

 

そ
の
日
か
ら
、
家
族
の
生
活
は
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ

た
。
兄
が
い
な
い
家
で
は
、
家
族
み
ん
な
で
笑
い
合

う
こ
と
も
な
く
な
り
、
両
親
は
毎
日
、
入
院
し
た
兄

に
付
き
っ
き
り
と
な
っ
た
。
あ
の
と
き
、
「
家
族
を

守
ろ
う
」
と
思
っ
た
の
に
、
家
族
が
揃
わ
な
い
毎
日

に
孤
独
感
も
感
じ
た
。
そ
し
て
、
あ
の
日
喧
嘩
し
た

兄
ち
ゃ
ん
と
謝
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
ず
っ
と
私
の

中
で
心
残
り
と
な
っ
て
い
た
。 

 

改
め
て
、
皆
さ
ん
に
聞
き
た
い
。
あ
な
た
は
、
家

族
と
の
時
間
を
、
感
謝
の
気
持
ち
や
笑
顔
で
会
話
す

る
時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
。 

 

私
の
家
族
は
、
あ
の
日
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
毎

日
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
家
族
が
い
か
に
大
切
で
尊

い
も
の
か
を
、
私
は
改
め
て
知
っ
た
。 

 

そ
し
て
今
、
毎
日
泣
い
て
い
た
両
親
は
、
周
り
の

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
、
笑
顔
で
過
ご
す
よ
う
に

な
っ
た
。
私
た
ち
姉
妹
を
し
っ
か
り
守
る
為
に
、
他

の
家
族
以
上
に
笑
っ
て
過
ご
そ
う
と
、
家
族
の
イ
ベ

ン
ト
も
日
々
の
生
活
も
、
人
一
倍
大
切
に
し
て
く
れ

て
い
る
。
だ
が
、
私
も
い
わ
ゆ
る
「
思
春
期
」
だ
。

毎
日
一
緒
に
い
る
と
、
両
親
に
、
ち
ょ
っ
と
反
抗
的

な
態
度
を
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
妹
の
態
度

で
腹
が
立
っ
て
、
叱
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
で

も
、
も
し
そ
ば
に
い
る
人
大
切
な
家
族
の
笑
顔
が
、

明
日
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら
・
・
・
・
。 

 

家
族
は
誰
よ
り
近
く
て
、
け
れ
ど
近
す
ぎ
て
、
素

直
に
感
謝
や
優
し
い
言
葉
が
言
え
な
い
。
つ
い
、
一

人
の
時
間
が
作
り
た
く
も
な
る
。
け
れ
ど
、
私
た
ち

が
家
族
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
＃
家
族
時
間
も
、

果
た
し
て
あ
と
何
年
あ
る
だ
ろ
う
か
。
突
然
の
別
れ

で
な
く
て
も
、
家
族
時
間
は
限
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

だ
か
ら
、
言
い
た
い
。
大
切
な
言
葉
は
、
言
え
る
時

に
き
ち
ん
と
伝
え
よ
う
。 

 

「
お
兄
ち
ゃ
ん
。
さ
っ
き
は
ご
め
ん
ね
。
い
つ
も

優
し
く
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
大
好
き
だ
よ
。
」 
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京
都
府
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

「
い
ろ
い
ろ
な 

ベ
ク
ト
ル
が
行
き
交
う
部
活
」 

長
岡
京
市
立 

長
岡
第
四
中
学
校 

３
年 

 

櫛 

田 

実 

希 

「
今
年
も
金
賞
目
指
す
よ
ね
？
」
「
も
ち
ろ
ん
」

「
関
西
大
会
も
目
指
し
て
頑
張
ろ
う
！
」
「
い
や
、

そ
ん
な
に
頑
張
り
た
く
な
い
」
「
し
ん
ど
い
し
や
め

と
こ
う
や
」
こ
れ
が
私
の
部
活
だ
。
み
ん
な
悪
気
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
人
一
人
に
意
見

を
問
う
と
い
つ
も
こ
う
な
る
。
元
は
音
楽
が
好
き

で
、
吹
奏
楽
が
好
き
な
人
た
ち
の
集
ま
り
だ
。
そ
れ

で
も
ベ
ク
ト
ル
は
行
き
交
う
。
私
は
部
長
を
し
て
い

る
。
い
つ
も
悩
む
の
は
、
そ
ん
な
み
ん
な
の
ベ
ク
ト

ル
を
そ
ろ
え
る
こ
と
だ
。 

 

そ
こ
で
私
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ベ
ク
ト
ル
が
行
き
交

う
の
は
な
ぜ
な
の
か
考
え
た
。
ま
ず
一
つ
は
、
人
に

よ
っ
て
得
意
・
不
得
意
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
楽

器
が
上
手
で
ほ
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
人
も
い
れ

ば
、
音
楽
が
大
好
き
で
も
あ
ま
り
上
手
に
演
奏
で
き

な
い
人
も
い
る
。
ほ
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
人
の
方

が
や
る
気
が
出
る
の
は
当
然
だ
。
ま
た
、
人
に
よ
っ

て
入
部
の
動
機
も
異
な
る
。
演
奏
を
聴
い
た
こ
と
が

あ
っ
て
、
強
い
憧
れ
を
持
っ
て
入
っ
た
人
も
い
れ

ば
、
仲
の
良
い
友
達
に
誘
わ
れ
て
入
っ
た
人
も
い

る
。
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
情
熱
に
差
が
出
て
し
ま

う
の
だ
。
そ
し
て
情
熱
に
差
が
出
る
と
意
見
が
ぶ
つ

か
る
。
三
年
生
の
夏
を
部
活
に
捧
げ
て
金
賞
や
関
西

大
会
を
目
指
し
た
い
人
と
、
部
活
よ
り
も
受
験
勉
強

を
頑
張
る
た
め
に
塾
の
夏
期
講
習
に
行
き
た
い
人
。

意
見
が
対
立
し
て
、
人
間
関
係
ま
で
も
こ
じ
れ
て
し

ま
う
の
だ
。
他
に
も
、
家
の
事
情
も
理
由
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。
親
が
全
面
的
に
賛
成
し
て
く
れ
て
入
部

し
て
い
る
部
員
も
い
れ
ば
、
親
は
あ
ん
ま
り
賛
成
し

て
く
れ
て
い
な
い
が
入
部
し
た
と
い
う
部
員
も
い

る
。
私
の
部
活
で
も
、
両
立
は
難
し
い
と
い
う
理
由

で
、
習
い
事
の
先
生
や
親
に
は
反
対
さ
れ
た
が
入
部

し
た
と
い
う
人
が
い
る
。
そ
の
人
自
身
が
ど
れ
だ
け

吹
奏
楽
部
に
情
熱
的
だ
っ
た
と
し
て
も
周
り
の
協

力
が
な
け
れ
ば
部
活
動
に
一
生
懸
命
に
な
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
私
が
こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き

た
中
で
、
一
日
練
習
が
あ
る
日
は
お
弁
当
を
作
っ
て

く
れ
た
り
、
演
奏
会
が
あ
る
時
は
聴
き
に
来
て
く
れ

た
り
と
、
周
り
の
人
に
支
え
ら
れ
た
部
分
が
た
く
さ

ん
あ
っ
た
か
ら
言
え
る
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
い

ろ
い
ろ
な
ベ
ク
ト
ル
が
行
き
交
う
理
由
は
様
々
で

あ
る
。 

 

そ
こ
で
私
は
考
え
た
。
ど
う
す
れ
ば
ベ
ク
ト
ル
を

そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
だ
が
、
こ
れ
だ
け

様
々
な
理
由
が
あ
る
中
で
、
ベ
ク
ト
ル
を
そ
ろ
え
る

こ
と
は
不
可
能
だ
。
だ
か
ら
そ
ろ
え
よ
う
と
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
人
そ
の
人
に
快
適
な
空
間
を
創
る

と
い
う
こ
と
が
私
が
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
方
法
と
し
て
考
え

た
こ
と
は
、
ま
ず
は
部
員
一
人
一
人
の
事
情
を
理
解

し
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
部
長
で
あ
る
私
が
理

解
し
、
寄
り
そ
う
こ
と
で
そ
の
人
が
抱
え
て
い
る
悩

み
や
不
安
を
解
消
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
自
分

か
ら
意
見
を
言
っ
た
り
す
る
の
が
苦
手
な
人
で
も
、

先
輩
を
通
じ
て
意
見
を
部
に
発
信
で
き
る
機
会
と

な
る
か
ら
だ
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
人
自
身
が
部
活

に
来
や
す
く
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
上
級
生
だ
け
の

話
し
合
い
の
中
で
は
出
な
か
っ
た
意
見
が
出
て
誰

か
の
考
え
が
変
わ
っ
た
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
話

の
方
向
性
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

私
は
、
こ
れ
は
自
然
と
ベ
ク
ト
ル
が
そ
ろ
っ
て
い
く

た
め
の
方
法
と
も
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。
部
活
に
取

り
組
み
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
で
技
術
面
の
上

達
も
図
れ
て
、
上
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
高
め
ら
れ
る
か
ら
だ
。
家
の
事
情
を
変
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
部
活
に
来
て
い
る
時
に
一

人
一
人
が
ど
ん
な
気
持
ち
で
、
ど
う
取
り
組
む
か
と

い
う
と
こ
ろ
だ
け
で
も
変
え
ら
れ
れ
ば
、
部
は
良
い

方
向
に
進
む
と
思
う
。 

 

今
、
部
活
動
を
通
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
社
会
を
担
っ
て
い
く
立
場
に
な
っ
て
も
役

立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
部
長
と
い
う
大
き
な

責
任
を
背
負
っ
た
立
場
に
立
ち
、
投
げ
出
し
た
く
な

っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
行
き
交
う
ベ
ク
ト
ル
に
悩

み
、
涙
を
流
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
で
も
、
そ
の
度
に

部
員
で
話
し
合
い
、
真
剣
に
向
き
合
っ
た
経
験
は
、

と
て
も
貴
重
で
あ
っ
た
。
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
ど

ん
な
道
に
進
む
か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
が
、
ど
ん
な

道
に
進
も
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
ベ
ク
ト
ル
が
飛
び
か

う
、
激
し
く
も
あ
り
、
生
き
生
き
と
も
し
た
チ
ー
ム

の
経
験
は
今
生
き
て
い
る
私
た
ち
に
こ
そ
与
え
ら

れ
た
特
権
で
も
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
ベ
ク
ト
ル
を
で

き
る
だ
け
た
く
さ
ん
生
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

輝
か
せ
た
い
と
思
う
。
行
き
交
う
ベ
ク
ト
ル
は
決
し

て
マ
イ
ナ
ス
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
躍
動
感

の
あ
ふ
れ
た
輝
か
し
い
も
の
だ
。 
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京
都
市
教
育
長
賞 

「
「
自
信
」
を
持
て
、
私
」 

京
都
光
華
中
学
校 

３
年 

谷 
 
 

ま
ど
か 

 

姉
だ
か
ら
何
だ
。
こ
れ
は
私
が
小
学
生
の
頃
、

心
の
中
に
あ
っ
た
大
き
な
叫
び
で
す
。
こ
の
考
え

は
、
私
が
小
さ
い
頃
に
幾
度
も
体
験
し
た
こ
と
で
、

出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

 

私
は
妹
と
弟
が
い
る
長
女
で
す
。
妹
と
、
し
ば

ら
く
し
て
弟
が
生
ま
れ
て
、
愛
は
次
第
に
そ
ち
ら

に
向
け
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
母
は
「
お
姉
ち
ゃ

ん
だ
か
ら
」
と
決
ま
り
文
句
を
口
に
し
、
弟
ば
か

り
気
に
掛
け
、
父
は
幼
い
妹
の
方
に
気
持
ち
を
向

け
ま
し
た
。
頑
張
っ
た
ら
褒
め
て
は
く
れ
ま
す
が
、

す
ぐ
弟
妹
の
方
に
傾
い
て
い
く
よ
う
に
感
じ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
自
分
は
悪
い
子
な
の
だ

ろ
う
か
と
思
っ
た
私
は
、
自
分
に
自
信
を
な
く
し
、

周
り
と
あ
わ
せ
た
り
、
周
り
の
目
を
気
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
り
し
た
の
で
す
。 

 

そ
ん
な
私
を
変
え
て
く
れ
た
の
が
、
二
人
の
親

友
の
言
葉
で
す
。
一
人
目
の
親
友
は
、
小
学
校
で

あ
っ
た
自
身
の
体
験
か
ら
「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分

で
い
い
、
周
り
の
目
を
気
に
し
て
い
た
ら
何
も
で

き
な
い
。
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
も
う
一
人
の

親
友
は
、
「
自
分
の
人
生
は
一
度
き
り
だ
か
ら
、

胸
を
張
っ
て
自
信
を
も
っ
て
生
き
て
い
け
ば
い

い
。
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

私
は
そ
れ
ら
の
言
葉
の
お
か
げ
で
「
あ
り
の
ま

ま
の
自
分
に
自
信
を
持
っ
て
い
い
。
人
生
は
自
分

な
り
に
楽
し
ん
だ
も
の
勝
ち
だ
。
」
と
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。
二
人
に
は
恥
ず
か
し
く
、
面
と
向
か

っ
て
言
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
つ
か
沢
山
の
感
謝

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

親
友
の
言
葉
で
勇
気
を
も
ら
っ
た
私
は
、
家
族

の
中
で
も
、
自
分
ら
し
く
あ
ろ
う
と
努
力
し
ま
し

た
。
そ
う
す
る
と
「
姉
だ
か
ら
」
と
い
う
圧
迫
感

が
な
く
な
り
、
「
し
っ
か
り
し
て
い
る
私
だ
か
ら

頼
ら
れ
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
自
負
心
が
芽
生
え

て
き
ま
し
た
。 

 
こ
れ
ら
の
経
験
で
、
私
は
三
つ
の
こ
と
を
学
べ

ま
し
た
。 

 

一
つ
目
は
、
自
分
を
変
え
る
た
め
に
は
恐
れ
ず

に
一
歩
を
踏
み
出
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
歩
踏

み
出
す
た
め
に
は
必
ず
覚
悟
と
勇
気
が
い
り
ま

す
。
自
分
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
か
ら
で
す
。
で
も
、
恐
れ
な
く
て
大
丈
夫

な
の
で
す
。
そ
れ
が
自
分
を
変
え
ら
れ
る
後
悔
し

な
い
選
択
だ
と
思
う
の
な
ら
ば
、
幸
せ
の
道
を
進

む
べ
き
で
す
。 

 

二
つ
目
は
、
周
り
の
人
に
頼
っ
て
い
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
人
間
全
員
孤
独
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

周
り
に
は
必
ず
支
え
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。
そ

の
人
た
ち
に
頼
っ
た
ら
い
い
の
で
す
。
絶
対
に
迷

惑
な
ん
て
思
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
と
聞

い
て
く
れ
て
、
改
善
策
を
考
え
て
く
れ
た
り
、
一

緒
に
悩
み
を
背
負
っ
て
く
れ
た
り
、
寄
り
添
っ
て

く
れ
た
り
し
ま
す
。 

 

三
つ
目
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
い
て
い
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
一
人
一
人
個
性
が
あ
る
の
は

当
た
り
前
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
の
個
性
を
自
分
な

り
に
表
現
し
て
い
い
の
で
す
。
周
り
に
あ
わ
せ
て

自
分
を
隠
さ
な
く
て
い
い
の
で
す
。 

 

そ
し
て
、
三
つ
の
こ
と
に
共
通
し
て
い
る
大
事

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
自
信
」
を
も
た

な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
歩

を
踏
み
出
す
に
も
、
悩
み
を
打
ち
明
け
る
に
も
、

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
表
に
出
す
に
も
、
「
自
信
」

が
必
要
だ
か
ら
で
す
。 

 

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
が
書
い
た
『
モ
モ
』
に

次
の
よ
う
な
文
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
『
俺
は

俺
な
ん
だ
、
世
界
中
の
人
間
の
中
で
、
俺
と
い
う

人
間
は
一
人
し
か
い
な
い
、
だ
か
ら
俺
は
俺
な
り

に
、
こ
の
世
の
中
で
大
切
な
も
の
な
ん
だ
』
と
。 

 

こ
の
文
の
通
り
、
自
分
と
い
う
人
間
は
一
人
し

か
い
ま
せ
ん
。
世
界
中
の
人
間
の
中
で
同
じ
顔
や

性
格
、
個
性
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
。

一
人
一
人
が
、
唯
一
無
二
の
存
在
な
の
で
す
。
だ

か
ら
、
絶
対
に
誰
か
に
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
必
要
と
さ
れ
て
い
る
自
分
に
あ
り
っ
た
け
の

「
自
信
」
を
も
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

 

私
は
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
で
輝
け
る
人
に
な

り
た
い
で
す
。
そ
の
為
に
、
沢
山
の
事
を
学
び
続

け
る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。
き
っ
と
進
む
道
に

は
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
そ
の
壁
を
打
ち
砕
る
く
ら
い
の
「
自

信
」
を
自
分
に
持
ち
、
胸
を
張
っ
て
一
度
き
り
の

人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
で
す
。 

「
自
信
」
を
持
て
、
私
。 
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京
都
府
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
会
長
賞 

「
小
さ
な
こ
と
だ
け
れ
ど 

意
識
を
行
動
に
」 

長
岡
京
市
立 

長
岡
第
四
中
学
校 

３
年 

 

筈 

井 

和 

奏 

皆
さ
ん
は
、
「
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
」
と
い
う
言
葉
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
と
は
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
の
飲
食
店
で
外
食
し
た
時
に
食
べ
き
れ
な

か
っ
た
料
理
を
持
ち
帰
る
た
め
の
容
器
、
袋
の
こ
と

で
す
。
日
本
で
は
、
環
境
省
が
令
和
二
年
に
選
定
し

た
「m

o
ttE

C
O

」
の
方
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。m

o
ttE

C
O

も
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
と
似
た

よ
う
な
意
味
の
言
葉
で
、
飲
食
店
で
の
食
べ
残
し
の

持
ち
帰
り
行
為
の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
ド
ギ
ー
バ

ッ
グ
は
日
本
で
は
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
が
、
ア
メ

リ
カ
や
中
国
な
ど
の
海
外
で
は
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
。
チ
ェ
ー
ン
店
に
限
ら
ず
高
級
な
お
店
で
も
珍

し
く
な
い
こ
と
で
す
。 

 

ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
理
由

は
、
食
品
ロ
ス
量
の
増
加
が
原
因
で
す
。
二
〇
二
一

年
の
農
林
水
産
省
の
推
計
値
に
よ
る
と
、
食
品
ロ
ス

量
五
百
二
十
三
万
ｔ
の
う
ち
十
五
％
が
外
食
産
業

に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
食
品
ロ
ス
量
が
増
え
る
と
、
十
分
な
量
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ず
栄
養
不
足
に
な
る
人
が
増

え
た
り
、
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
地
球
温
暖
化
が

進
む
原
因
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
問
題
が
増
え

て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
ぜ
私
が
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ

に
興
味
を
持
っ
た
か
と
い
う
と
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で

食
べ
残
し
た
料
理
の
持
ち
帰
り
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

た
飲
食
店
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
気

に
な
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、
大
手
飲
食
店
で
も
ド
ギ

ー
バ
ッ
グ
を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
今
ま

で
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
を
導
入
し
て
い
る
お
店
を
見
た

こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
も
相
ま
っ
て
驚
き
が
大
き

か
っ
た
で
す
。 
 

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
一
番
大
き
い
こ
と
は
、
残
っ
た

料
理
を
廃
棄
せ
ず
に
済
む
こ
と
で
す
。
料
理
を
残
し

て
し
ま
う
と
、
私
達
客
側
か
ら
し
た
ら
罪
悪
感
が
残

り
、
店
側
か
ら
し
た
ら
客
が
残
し
た
料
理
は
家
の
よ

う
に
冷
蔵
庫
に
保
存
し
て
翌
日
に
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ず
、
捨
て
る
し
か
道
が
あ
り
ま
せ
ん
。
料
理
を

捨
て
る
作
業
が
な
く
な
る
と
、
従
業
員
の
負
担
だ
け

で
な
く
気
持
ち
的
に
も
楽
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
廃

棄
コ
ス
ト
を
削
減
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
魅
力
だ

と
思
い
ま
す
。
日
本
も
っ
た
い
な
い
食
品
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
と
、
令
和
元
年
の
一
般
廃
棄
物
処
理
費
用
約

二
兆
八
百
八
十
五
億
の
う
ち
食
品
ロ
ス
が
二
十
三

％
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
も
し
も
食

品
ロ
ス
を
減
ら
せ
た
ら
処
理
費
用
を
他
の
用
途
に

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
焼
却
し
た
時
に
発

生
す
る
二
酸
化
炭
素
を
削
減
す
る
こ
と
も
で
き
る

の
で
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
発
生
抑
制
に
も
繋
が
り
ま
す
。
環
境
だ
け
で
な

く
、
私
達
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
高
血
圧
や
糖
尿

病
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
他
に
も
、
現
在
で
はS

D
G

s

に

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
注
目
し
て
も
ら

え
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。
一
方
で
デ
メ
リ
ッ

ト
も
あ
り
ま
す
。
最
も
大
き
い
の
は
、
避
け
て
は
通

れ
な
い
食
中
毒
問
題
で
す
。
食
中
毒
が
起
こ
っ
て
し

ま
う
と
客
だ
け
で
な
く
店
も
大
き
な
影
響
を
受
け

て
し
ま
い
ま
す
。
苦
情
の
対
応
に
追
わ
れ
た
り
、
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
付
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
食

中
毒
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
と
客
よ
り
も
店
の
ほ
う

が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
し
ま
う
の
で
、
こ
れ
が
な
か

な
か
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
が
日
本
に
浸
透
し
な
い
原
因

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
持
ち
帰
る
た
め
の
容
器

の
コ
ス
ト
問
題
も
あ
り
ま
す
。
や
は
り
、
食
品
を
持

ち
帰
る
の
で
包
装
は
入
念
に
し
な
い
と
中
で
崩
れ

た
り
、
虫
が
寄
っ
て
き
た
り
な
ど
の
問
題
が
起
こ
り

ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
含
め
た
上

で
私
は
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
に
賛
成
で
す
。
食
中
毒
な
ど

の
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
食
品
ロ
ス
量
削
減
か
ら
地

球
温
暖
化
を
食
い
止
め
た
り
と
結
果
的
に
メ
リ
ッ

ト
の
方
が
多
い
か
ら
で
す
。
私
が
提
案
し
て
い
る
こ

と
は
食
品
ロ
ス
量
の
中
で
も
「
十
五
％
」
と
、
割
合

が
少
な
い
課
題
で
す
。
数
字
だ
け
を
見
る
と
ち
っ
ぽ

け
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
考
え
る
だ

け
で
は
な
く
、
取
り
組
ん
で
み
る
こ
と
が
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
積
み
重
ね
て
い
け
ば
必
ず

大
き
な
結
果
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
ド
ギ
ー
バ
ッ

グ
も
続
け
れ
ば
他
の
食
品
ロ
ス
問
題
の
解
決
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
意
識
を
行
動
に
移

す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 
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京
都
府
公
立
中
学
校
長
会
会
長
賞 

「
違
い
と
共
に
あ
る
た
め
に
」 

精
華
町
立
精
華
南
中
学
校 

３
年 

 

川 

上 

香 

羽 

私
の
通
っ
て
い
る
精
華
南
中
学
校
で
は
、
毎
年
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
る
授
業
が
あ
り
、
昨
年
は
「
共

生
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
障
害
者
理
解
を
中
心
に
学
び

ま
し
た
。
そ
の
授
業
を
通
し
て
、
私
は
、
「
共
生
と

は
、
人
々
が
違
い
を
認
め
合
い
、
笑
顔
で
生
活
で
き

る
こ
と
を
い
う
の
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
受

け
て
、
共
生
で
き
る
社
会
に
す
る
た
め
に
、
私
は
二

つ
の
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
し
た
。 

 

一
つ
目
は
、
障
害
が
あ
る
人
た
ち
の
こ
と
を
深
く

知
る
こ
と
で
す
。
こ
う
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、
中
村

珍
晴
さ
ん
の
講
演
を
聞
い
た
こ
と
で
す
。
車
い
す
で

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
中
村
さ
ん
を
見
た
と
き
「
足
を
悪

く
さ
れ
た
の
か
な
」
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
講
演

の
中
で
、
中
村
さ
ん
が
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
試
合
中
に
人
と
ぶ
つ
か
り
、
首
の
脊
髄
を
損
傷
し

て
、
足
だ
け
で
な
く
手
も
不
自
由
に
な
り
感
覚
が
な

い
こ
と
や
、
排
泄
障
害
も
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
中
村
さ
ん
の
外
見
か
ら
手
足
が
不
自
由
だ
と
い

う
こ
と
は
分
か
り
ま
し
た
が
、
感
覚
が
な
い
こ
と

や
、
排
泄
障
害
が
あ
る
こ
と
は
目
に
見
え
な
い
た

め
、
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
見
た

目
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
症
状
」
が
あ
る
と
い
う
こ

と
も
理
解
し
、
困
っ
て
い
た
ら
声
を
か
け
た
り
、
手

助
け
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
講
演
中

に
中
村
さ
ん
は
、
自
分
で
マ
イ
ク
を
持
ち
、
パ
ソ
コ

ン
ン
の
ボ
タ
ン
を
押
し
、
自
分
で
車
い
す
を
動
か
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
学
校
で
出
さ
れ

た
飲
み
物
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
は
飲
み
づ
ら
い
の

で
、
コ
ッ
プ
で
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、

き
っ
と
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
け
を
サ
ポ
ー
ト
す

れ
ば
、
あ
と
は
自
分
の
力
で
十
分
に
生
活
で
き
る
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
「
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
」
な
ど

と
勝
手
な
同
情
を
し
て
、
手
助
け
を
し
す
ぎ
る
必
要

は
な
い
と
思
う
の
で
す
。
相
手
が
で
き
る
こ
と
ま
で

手
助
け
す
る
の
で
な
く
、
相
手
が
必
要
と
し
て
い
る

だ
け
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
す
べ

き
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

私
は
中
村
さ
ん
の
講
演
を
ふ
ま
え
、
「
違
い
は
あ

た
り
ま
え
に
あ
る
も
の
だ
」
と
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
切
に
す
べ
き
二
つ
目
の
こ

と
と
し
て
、
気
づ
い
た
の
は
、
「
違
い
」
と
は
何
か

を
改
め
て
考
え
る
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
「
違
い
」

を
二
つ
の
言
葉
に
お
き
か
え
て
み
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
、
「
差
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
た
だ
こ
れ

で
は
、
「
あ
の
人
は
自
分
た
ち
と
は
ち
が
う
」
と
、

自
分
と
他
人
の
間
に
差
を
つ
く
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
、
「
共
生
の

社
会
」
は
な
か
な
か
実
現
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
も
っ
と
前
向
き
な
言
葉
に
お
き
か
え
ら

れ
な
い
か
と
考
え
た
結
果
、
「
個
性
」
と
い
う
言
葉

に
た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。
得
意
、
不
得
意
や
好
き
嫌

い
、
も
の
の
考
え
方
や
性
格
な
ど
、
個
性
は
一
人
ひ

と
り
が
必
ず
持
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
れ
と
同
じ

よ
う
に
、
車
い
す
に
乗
っ
て
い
る
の
も
、
目
や
耳
が

不
自
由
な
の
も
、
一
つ
の
個
性
と
し
て
向
き
合
う
こ

と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
障
害
が
あ
る
こ
と

を
、
「
特
別
違
っ
て
い
る
」
と
は
思
わ
ず
に
、
一
つ

の
個
性
と
し
て
考
え
れ
ば
、
差
別
が
な
く
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、
違
い
が
あ
た
り
ま

え
に
存
在
す
る
社
会
で
、
人
々
が
日
々
に
幸
せ
を
感

じ
な
が
ら
、
共
に
生
き
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
の
人
権
学
習
を
通
じ
て
、
お
互
い
の
違
い
が

あ
た
り
ま
え
に
存
在
す
る
こ
と
を
理
解
し
、
障
害
が

あ
る
人
た
ち
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
い
く
こ
と
、

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
障
害
が
あ
る
人
た
ち
に
対

し
、
相
手
が
必
要
と
し
て
い
る
だ
け
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
、
笑
顔
で
関
わ
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
一
人
一
人
の
大
切
な
、
「
違
い
」
」
と
共
に
あ

る
た
め
に
。 
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京
都
府
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
会
長
賞 

「
白
紙
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
」 

亀
岡
市
立
東
輝
中
学
校 

３
年 

 

三 

村 

吉 

平 

「
人
の
価
値
は
、
そ
の
人
が
死
ぬ
と
き
に
分
か

る
」
と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、
そ
の
価
値
と
は
い
っ
た

い
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
に
見
つ
け
ら
れ
る

の
か
。
僕
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
あ
る
出
来
事
が
き
っ
か
け
で
し
た
。 

 

あ
る
日
の
夕
方
、
友
達
と
遊
ん
で
い
た
僕
の
携
帯

が
震
え
ま
し
た
。
「
今
す
ぐ
帰
っ
て
き
て
。
」
母
の

異
変
に
気
づ
く
も
、
声
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
、
僕
は

う
な
ず
く
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
も
わ

か
ら
な
い
ま
ま
用
意
を
し
て
、
僕
た
ち
は
車
に
乗
り

込
み
、
家
を
出
ま
し
た
。
ど
こ
に
行
く
か
も
わ
か
ら

ず
、
僕
は
不
安
を
抱
き
な
が
ら
窓
の
外
を
見
て
い
ま

し
た
。
し
ば
ら
く
沈
黙
が
続
い
た
後
、
「
親
父
、
大

丈
夫
か
な
。
」
と
父
が
漏
ら
し
た
こ
の
一
言
で
、
祖 

父
に
何
か
あ
っ
た
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
だ
ん
だ

ん
見
え
て
く
る
赤
い
十
字
の
マ
ー
ク
、
ド
ア
が
開

き
、
消
毒
の
匂
い
が
ま
と
わ
り
つ
く
。
薄
暗
く
て
、

い
つ
も
と
は
違
う
不
気
味
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
長
い

廊
下
を
そ
そ
く
さ
と
歩
く
両
親
の
後
を
追
い
、
あ
る

一
室
に
入
る
と
、
祖
父
が
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
眠
っ

て
い
ま
し
た
。
ガ
タ
ン
・
・
・
。
膝
か
ら
崩
れ
落
ち

る
父
と
、
泣
く
母
。
白
衣
を
着
た
男
性
は
「
残
念
で

す
が
、
先
ほ
ど
息
を
引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。
」
と
言

い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
父
は
泣
い
た
け
れ

ど
、
な
ぜ
か
僕
は
泣
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
り
で
は

み
ん
な
が
小
さ
く
震
え
て
い
ま
し
た
が
、
僕
は
立
っ

て
見
て
い
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
葬

式
を
終
え
、
家
に
帰
る
と
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
な
い

日
々
が
、
ま
た
始
ま
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
「
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
死
に
、
僕
は
泣
け
な
か
っ
た
。
」
そ
の
こ

と
が
、
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 
 

数
日
後
、
友
達
の
家
族
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
僕
は
友
達
に
誘
わ
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
を
見
に
行

き
ま
し
た
。
ま
だ
し
わ
く
ち
ゃ
な
寝
顔
が
見
え
た
途

端
、
僕
の
頬
を
伝
わ
っ
て
、
涙
が
床
に
落
ち
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
同
じ
、
暖
か
い
寝
顔
。 

「
え
、
ち
ょ
、
お
前
な
ん
で
泣
い
と
る
ん
？
」 

 

急
に
泣
き
出
し
た
僕
に
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
分

か
ら
ず
に
慌
て
て
い
る
友
達
が
見
え
ま
し
た
。
し
ば

ら
く
し
て
、
僕
は
泣
き
止
み
ま
し
た
。
こ
の
時
初
め

て
僕
は
、
祖
父
の
死
を
認
識
し
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
二
度
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
優
し
い
顔
、
触

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
大
き
な
手
、
そ
の
一
つ
一
つ

が
大
好
き
で
し
た
。
人
の
「
生
」
に
触
れ
て
初
め
て
、

僕
は
「
死
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
生

き
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
死
が
あ
る
。
そ
の
事
実
に
気

づ
か
せ
ら
れ
た
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
日
の
夜
、
一
人
で
お
風
呂
に
入
っ
て
い
た
と

き
に
、
ふ
と
考
え
ま
し
た
。
「
生
と
死
の
間
で
あ
る

人
生
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。
」
「
人
の
価
値
っ
て
何
だ

ろ
う
。
」
そ
れ
を
知
り
た
い
好
奇
心
で
、
胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
考
え
て
考
え
て
考
え
て
、
分

か
っ
た
と
思
え
ば
そ
れ
は
物
事
の
一
面
で
し
か
な

い
こ
と
に
気
づ
き
、
ま
た
考
え
る
。
そ
の
繰
り
返
し

を
経
て
、
僕
な
り
の
答
え
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。 

 

僕
は
、
一
人
一
人
の
心
の
中
に
は
、
白
紙
の
ス
ケ

ッ
チ
ブ
ッ
ク
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
長
い
人

生
で
培
っ
た
、
経
験
と
い
う
名
の
絵
の
具
を
塗
っ
て

い
く
。
生
も
死
も
、
そ
の
一
色
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。

生
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
白
紙
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ

ッ
ク
に
何
を
描
け
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
に
迷
っ

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
助
け
を
求
め
る
よ
う
に
泣
き
、

周
り
の
人
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
色
を
つ
け
て
い

く
。
そ
し
て
、
完
成
す
る
。
そ
の
絵
こ
そ
、
人
の
価

値
だ
と
僕
は
思
い
ま
す
。
人
に
違
い
が
あ
る
の
は
当

た
り
前
で
、
色
の
つ
け
方
が
一
人
一
人
違
う
の
で

す
。
そ
し
て
そ
の
絵
は
、
人
の
死
と
共
に
、
眠
る
顔

と
し
て
表
れ
る
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
の
眠
っ
た
顔
は
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
お
じ
い
ち

ゃ
ん
の
絵
は
、
き
っ
と
す
ご
く
美
し
い
も
の
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
、
「
人
の
価
値

は
、
そ
の
人
が
死
ぬ
と
き
に
分
か
る
」
と
言
わ
れ
て

い
る
理
由
だ
と
思
う
の
で
す
。
僕
の
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ

ク
は
、
ま
だ
余
白
だ
ら
け
で
す
。
こ
の
先
、
明
る
い

色
だ
け
で
な
く
、
暗
い
色
が
塗
ら
れ
る
こ
と
や
、
傷

つ
い
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
す

が
、
す
べ
て
の
色
を
上
手
に
使
っ
て
、
美
し
い
絵
を

描
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
色
を
つ
け
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。 
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京
都
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
会
長
賞 

「
な
ぜ
勉
強
す
る
の
か
」 

京
都
府
立
洛
北
高
等
学
校 

附
属
中
学
校 

３
年 

 

坂 

本 

有 

彩 

 
 

人
は
な
ぜ
勉
強
す
る
の
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
勉
強

と
は
何
な
ん
だ
ろ
う
。
中
学
生
の
自
分
は
、
学
校
や

塾
で
授
業
を
受
け
た
り
、
復
習
し
て
試
験
を
受
け
た

り
す
る
と
い
う
こ
と
を
普
段
行
っ
て
い
る
。
今
の
私

に
と
っ
て
の
勉
強
は
、
試
験
に
向
け
て
の
勉
強
だ
。

そ
れ
が
自
分
の
人
生
に
本
当
に
役
に
立
っ
て
い
る

の
か
、
勉
強
す
る
こ
と
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の

か
、
と
て
も
疑
問
に
思
う
。
勉
強
す
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
と
は
思
う
が
、
そ
れ
が
ど
う
大

切
な
の
か
、
勉
強
の
本
当
の
面
白
さ
と
は
何
な
の
か

を
自
分
な
り
に
考
え
て
み
た
。 

 

私
は
、
試
験
前
に
、
急
い
で
で
き
る
だ
け
多
く
の

単
語
や
問
題
の
解
法
を
頭
に
詰
め
こ
も
う
と
し
た

こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
詰
め
込

ん
だ
知
識
は
、
試
験
が
終
わ
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
に

忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
場
の
試
験
は
何
と
か
な
っ

て
も
、
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
知
識
で
は
、

本
当
に
賢
く
な
っ
た
と
は
到
底
言
え
な
い
。 

 

ま
た
、
試
験
に
向
け
て
、
人
や
も
の
の
名
前
を
覚

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き
が
あ
る
。
こ
れ
を
覚
え

た
と
こ
ろ
で
、
自
分
の
生
活
の
役
に
立
つ
の
だ
ろ
う

か
。
そ
う
思
っ
た
こ
と
も
あ
る
。 

 

こ
こ
で
、
覚
え
て
も
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
な

勉
強
に
意
味
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
覚

え
て
も
す
ぐ
忘
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
勉
強
す
る
前

と
後
と
で
成
長
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。 

 

逆
に
、
勉
強
し
て
い
て
、
「
な
ぜ
こ
う
な
る
の
だ

ろ
う
。
」
と
疑
問
に
思
い
、
自
分
で
調
べ
て
理
解
し

た
こ
と
は
な
か
な
か
忘
れ
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、

単
に
何
か
を
覚
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

「
自
分
の
頭
で
考
え
る
」
と
い
う
こ
と
が
本
当
の
勉

強
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。 

 

私
が
今
や
っ
て
い
る
主
な
勉
強
は
、
既
に
答
え
が

見
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
を
理
解
す
る
と
い
う
も

の
だ
。
先
人
た
ち
の
偉
大
な
努
力
で
、
分
か
っ
た
こ

と
を
体
系
化
さ
れ
た
も
の
を
学
ん
で
い
る
。
私
は
、

今
や
っ
て
い
る
勉
強
は
、
そ
の
先
に
あ
る
「
自
分
で

考
え
る
」
と
い
う
こ
と
の
準
備
段
階
だ
と
考
え
た
。

今
や
っ
て
い
る
勉
強
で
考
え
る
の
に
必
要
な
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
。 

 

私
は
、
人
生
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
「
自
分
の

頭
で
真
剣
に
考
え
る
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
こ

れ
は
、
学
問
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
社
会
の
色
々

な
問
題
や
、
自
分
が
疑
問
に
思
う
こ
と
な
ど
種
々
の

問
題
に
向
き
合
い
、
考
え
抜
く
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
人
は
皆
い
つ
か
死
ぬ
。

生
き
て
い
る
間
に
全
て
の
こ
と
を
理
解
す
る
の
は

難
し
く
て
も
、
何
か
一
つ
で
も
、
少
し
ず
つ
で
も
、

自
分
な
り
に
考
え
て
、
納
得
の
い
く
答
え
を
出
そ
う

と
す
る
こ
と
は
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。
死
ぬ

ま
で
、
何
と
な
く
、
自
分
を
騙
し
騙
し
生
き
て
い
て

は
、
後
悔
の
あ
る
人
生
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

大
昔
か
ら
、
人
は
素
直
な
疑
問
を
持
っ
て
考
え
る

と
い
う
こ
と
を
し
て
き
た
。
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め

て
、
分
野
を
分
け
て
い
っ
て
、
今
の
学
問
が
生
ま
れ

た
。
い
き
な
り
そ
の
体
系
化
さ
れ
た
学
問
を
始
め
て

も
、
こ
れ
が
自
分
の
生
活
と
ど
う
結
び
つ
く
の
か
、

疑
問
に
思
う
の
も
無
理
は
な
い
と
思
う
。
た
だ
、
そ

れ
は
何
か
を
考
え
抜
く
と
い
う
人
間
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
を
し
て
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
理
解
し
て

取
り
組
め
ば
、
意
識
は
少
し
変
わ
っ
て
く
る
。 

 

こ
れ
か
ら
、
生
き
て
い
く
上
で
、
色
々
な
こ
と
を

考
え
る
だ
ろ
う
。
自
分
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
は
何

な
の
か
、
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
の
か
、
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
だ
が
、
自

分
で
考
え
る
と
い
う
経
験
は
決
し
て
無
駄
に
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
分
か
る
。
人
間
と
し
て
生
ま

れ
て
、
何
か
を
考
え
る
喜
び
を
味
わ
え
る
の
は
こ
の

上
な
く
幸
福
な
こ
と
だ
。
学
問
の
大
本
は
そ
こ
に
あ

る
の
だ
と
思
う
。
毎
日
を
た
だ
何
と
な
く
生
き
る
の

で
は
な
く
、
人
生
に
は
限
り
が
あ
る
こ
と
を
意
識

し
、
考
え
る
喜
び
を
大
切
に
し
た
い
。 
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京
都
新
聞
賞 

「
原
爆
ド
ー
ム
か
ら
平
和
を
考
え
る
」 

京
田
辺
市
立
田
辺
中
学
校 

２
年 

 

高 

垣 

心 

梛 

世
界
遺
産
登
録
か
ら
二
十
八
年
と
な
っ
た
、
広
島

市
の
原
爆
ド
ー
ム
。
正
式
名
称
は
、
「
広
島
県
産
業

奨
励
館
」
と
い
い
ま
す
。
一
九
四
五
年
八
月
六
日
の

朝
ア
メ
リ
カ
軍
が
投
下
し
た
、
た
っ
た
一
発
の
原
子

爆
弾
に
よ
り
、
壁
や
屋
根
の
骨
組
み
だ
け
を
残
し
、

破
壊
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
の
中
に
は
、
今
も
た
く
さ

ん
の
破
片
が
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
い
ま
す
。

「
爆
心
地
か
ら
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
核
兵
器
の
恐
ろ

し
さ
を
伝
え
る
『
原
爆
ド
ー
ム
』
を
残
そ
う
。
世
界

遺
産
と
し
て
登
録
を
求
め
よ
う
。
」
と
い
う
声
が
上

が
っ
た
も
の
の
、
す
ぐ
に
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
反
対
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
「
壊
せ
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。
原
爆
ド
ー
ム
は
世
界
遺
産

と
し
て
残
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と

も
、
負
の
遺
産
は
壊
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、
絶
対
に
残
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
が
原
爆
ド
ー
ム
や
戦
争
に
関
心
を
も
つ
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
は
、
小
学
校
の
国
語
で
習
っ
た

「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
」
で
す
。
空
襲
の
た

め
、
家
族
と
は
ぐ
れ
、
た
っ
た
一
人
で
死
ん
で
し
ま

う
幼
い
ち
い
ち
ゃ
ん
の
話
を
勉
強
し
て
、
「
戦
争
は

怖
い
」
と
心
か
ら
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨
年
の

夏
、
母
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
京
田
辺
市
の
「
平
和
を

考
え
る
小
・
中
学
生
ひ
ろ
し
ま
訪
問
事
業
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
実
際
に
広
島
に
行
き
、
平
和
公
園
や
原

爆
の
子
の
像
、
も
ち
ろ
ん
、
原
爆
ド
ー
ム
も
見
学
し

ま
し
た
。
な
か
で
も
、
強
く
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

「
平
和
記
念
資
料
館
」
で
す
。
館
内
に
は
、
当
時
の

写
真
や
絵
、
私
と
同
じ
中
学
生
が
持
っ
て
い
た
お
弁

当
箱
や
制
服
な
ど
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら

を
見
て
い
る
と
、
胸
が
し
め
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
自

分
な
り
に
本
を
読
ん
で
、
原
爆
に
つ
い
て
学
ん
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
実
物
を
見
る
と
、
私
が
思

っ
て
い
た
よ
り
も
恐
ろ
し
く
、
原
爆
の
脅
威
、
悲
惨

さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
「
戦
争
を
絶
対
に
忘
れ
て

は
い
け
な
い
」
「
戦
争
の
お
ろ
か
さ
を
、
多
く
の
人

た
ち
に
伝
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
心
か
ら

思
い
ま
し
た
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
方
や
、
語
り
部
の
方
の

話
を
聞
き
、
さ
ら
に
自
分
で
も
調
べ
て
み
ま
し
た
。

原
爆
ド
ー
ム
を
残
す
か
、
壊
す
か
の
議
論
に
終
止
符

を
打
っ
た
の
が
、
た
っ
た
十
六
歳
で
白
血
病
の
た
め

に
亡
く
な
っ
た
、
楮
山
ヒ
ロ
子
さ
ん
の
日
記
だ
そ
う

で
す
。
「
あ
の
痛
々
し
い
産
業
奨
励
館
だ
け
が
、
い

つ
ま
で
も
、
恐
る
べ
き
原
爆
を
世
に
訴
え
て
く
れ
る

だ
ろ
う
」
と
い
う
彼
女
の
言
葉
は
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
の
心
を
動
か
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
「
原
爆
の

こ
と
は
忘
れ
て
し
ま
い
た
い
。
」
、
「
当
時
の
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
る
か
ら
嫌
だ
。
」
「
維
持
費
が
と
て

も
か
か
る
た
め
、
市
民
の
負
担
が
増
え
る
。
」
と
い

っ
た
、
反
対
意
見
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
確
か
に
、
そ
の
意
見
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。 

 

私
達
は
戦
争
を
経
験
し
て
い
ま
せ
ん
。
戦
争
経
験

者
の
高
齢
化
が
進
み
、
体
験
を
聞
く
機
会
も
年
々
減

っ
て
い
ま
す
。
今
を
生
き
る
私
た
ち
が
、
次
の
世
代

へ
と
、
原
爆
ド
ー
ム
と
共
に
、
平
和
へ
の
願
い
を
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、「
一

人
の
意
見
で
社
会
は
変
わ
ら
な
い
」
と
思
う
人
も
い

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
「
原
爆
ド
ー
ム
を
保
存
し

よ
う
」
と
声
を
上
げ
た
の
は
「
広
島
祈
り
鶴
の
会
」

の
小
・
中
学
生
達
で
す
。
「
歴
史
が
浅
い
」
こ
と
な

ど
を
理
由
に
、
世
界
遺
産
登
録
に
難
色
を
示
し
て
い

た
文
化
庁
を
動
か
し
た
の
は
、
一
六
五
万
三
九
九
六

人
分
の
、
世
界
遺
産
登
録
を
求
め
る
署
名
で
す
。「
平

和
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」
、
「
学
ぼ
う
」
と
す
る
人

が
少
し
で
も
増
え
れ
ば
、
世
の
中
は
必
ず
変
わ
っ
て

い
く
の
で
す
。 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
よ
う
に
、
国
と
国
と
の

紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
人
々
が
、
今
も
死
の
恐

怖
と
戦
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
達
を
増
や
し
続
け

て
も
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る

日
本
の
み
ん
な
が
、
戦
争
に
つ
い
て
、
平
和
に
つ
い

て
、
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
小
さ
な
声
で

あ
っ
て
も
、
積
み
重
ね
れ
ば
世
の
中
を
動
か
す
、
大

き
な
う
ね
り
と
な
る
は
ず
で
す
。 

 

一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
、
平
和
を

考
え
る
一
員
に
な
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
賞 

「
長
所
の
探
し
方
」 

宮
津
市
立
栗
田
中
学
校 

２
年 

 

大 

垣 
 
  

灯 

人
に
は
良
い
と
こ
ろ
と
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ

れ
を
長
所
、
短
所
と
い
う
。
自
分
の
長
所
と
短
所
を

言
っ
た
り
、
書
い
た
り
す
る
に
は
、
自
分
を
日
ご
ろ

か
ら
客
観
的
に
見
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。 

 

私
は
、
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
と
悪
い
と
こ
ろ
を
こ

れ
と
言
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
う
感
じ

た
の
は
、
中
学
校
に
入
学
し
、
自
己
紹
介
シ
ー
ト
を

書
く
と
き
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
生
年
月
日
、
好
き

な
も
の
嫌
い
な
も
の
な
ど
の
項
目
が
あ
る
自
己
紹

介
シ
ー
ト
に
、
長
所
短
所
を
書
く
欄
が
最
後
に
並
べ

ら
れ
て
い
た
。
何
と
か
絞
り
出
し
て
長
所
と
短
所
を

比
べ
る
と
、
短
所
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
埋
め
ら
れ

て
い
る
。
長
所
は
精
々
一
、
二
個
、
し
か
も
誰
に
で

も
当
て
は
ま
る
よ
う
な
あ
り
き
た
り
な
も
の
で
あ

る
。
「
自
分
っ
て
短
所
し
か
な
い
じ
ゃ
ん
。
」
そ
の

と
き
は
そ
う
と
し
か
思
わ
な
か
っ
た
。 

 

し
か
し
、
あ
る
と
き
、
自
分
で
長
所
短
所
を
把
握

す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
自
覚
す
る
出
来
事
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
体
育
祭
の
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
の
と

き
の
こ
と
だ
。
ブ
ロ
ッ
ク
目
標
の
方
針
に
あ
る
「
得

意
な
と
こ
ろ
は
認
め
合
い
、
苦
手
な
と
こ
ろ
は
伝
え

合
い
仲
間
と
協
力
す
る
」
を
達
成
す
る
た
め
、
ま
ず

一
人
一
人
の
個
性
を
紙
に
書
く
活
動
が
あ
っ
た
。
そ

の
と
き
は
、
や
は
り
な
か
な
か
う
ま
く
書
く
こ
と
が

で
き
ず
、
何
と
か
思
い
つ
い
た
も
の
を
書
き
出
し
て

終
わ
っ
た
。
提
出
し
た
後
、
「
自
分
に
長
所
と
言
え

る
も
の
が
あ
れ
ば
な
。
」
と
友
達
に
話
し
て
い
る
と
、

友
達
は
私
に
「
長
所
、
た
く
さ
ん
あ
る
よ
。
」
と
言

っ
て
く
れ
た
。
私
か
ら
見
れ
ば
、
話
し
て
く
れ
た
友

だ
ち
こ
そ
長
所
と
言
え
る
も
の
を
た
く
さ
ん
も
っ

て
い
た
。
そ
の
友
達
に
対
し
て
、
も
っ
と
自
分
を
褒

め
た
ら
い
い
の
に
、
勿
体
な
い
、
と
思
っ
て
い
た
私

は
、
こ
こ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
そ
れ
は
、
自

分
に
も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

だ
。
自
分
で
は
長
所
が
な
い
と
認
識
し
て
い
た
が
、

は
た
か
ら
見
る
と
沢
山
あ
る
よ
う
に
見
え
て
い
る

の
だ
。
こ
れ
は
、
周
り
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
目
を
、

自
分
が
自
分
に
向
け
ら
れ
て
い
な
い
、
つ
ま
り
、
自

分
を
客
観
視
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

 

こ
の
気
づ
き
を
得
て
か
ら
、
私
は
生
活
の
中
で
自

分
の
長
所
を
探
す
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、
長
所
は

私
の
思
っ
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と
多
く
発
見
で
き

た
。
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
、
得
意
な
こ
と
、
好
き
な

こ
と
、
す
べ
て
が
長
所
と
言
え
る
の
だ
と
感
じ
た
。

こ
こ
ま
で
自
分
の
長
所
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出

来
た
ら
、
自
分
が
好
き
に
な
れ
る
気
が
し
た
。 

 

そ
う
し
て
生
活
し
て
い
る
と
、
他
人
の
長
所
に
つ

い
て
も
発
見
が
沢
山
あ
っ
た
。
こ
の
子
は
や
っ
ぱ
り

足
早
い
な
、
こ
の
子
は
ま
と
め
上
手
だ
な
、
こ
の
子

は
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
だ
な
、
な
ど
一
人
一
人
の
長

所
、
「
個
性
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

そ
し
て
そ
ん
な
個
性
は
、
様
々
な
場
面
で
活
躍
し
て

い
た
。
た
と
え
ば
ク
ラ
ス
の
班
を
み
た
と
き
、
指
揮

を
執
っ
て
く
れ
る
人
、
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
れ
る

人
、
意
見
を
出
し
て
く
れ
る
人
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
班
と
し
て
、
仲

間
と
し
て
ま
と
ま
り
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
い
た
。 

 
 

み
ず
か
ら
が
輝
く
た
め
に
、
そ
し
て
ま
わ
り
の
良

さ
を
引
き
出
す
た
め
に
も
、
長
所
を
把
握
し
て
お
く

こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
が
重

要
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
分
で
見
出
し
た
長
所
を
ど

う
生
か
す
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、

伸
ば
す
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
二
つ
目
は
、
長
所
だ

け
で
な
く
短
所
も
含
め
、
そ
れ
を
自
分
の
「
個
性
」

と
表
し
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
の
選
択
に
利
用
す
る
と

い
う
こ
と
だ
。
未
来
の
選
択
と
い
う
の
は
、
例
え
ば

高
校
、
大
学
入
試
。
自
分
の
長
所
が
し
っ
か
り
把
握

で
き
て
い
れ
ば
、
選
択
す
る
高
校
や
大
学
が
お
の
ず

と
見
え
て
く
る
。
さ
ら
に
、
面
接
試
験
な
ど
で
、
自

分
を
最
大
限
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
で
き
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
長
所
を
探
す
と
い
う
こ
と
は
、
自

分
や
周
り
を
客
観
視
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
、
さ
ら

に
未
来
の
選
択
に
役
立
っ
て
く
れ
る
。
自
分
の
長
所

が
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
人
は
、
ぜ
ひ
自
分
を
客
観

視
す
る
こ
と
を
試
し
て
ほ
し
い
。
あ
な
た
の
輝
く
良

さ
は
、
必
ず
存
在
す
る
。 
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育
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長
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「
今
な
ら
で
き
る
ぞ
、
ぼ
く
に
な
ら
」 

城
陽
市
立
東
城
陽
中
学
校 

３
年 

 

黒 

地 

咲
空
斗 

記
録
的
な
猛
暑
の
夏
、
う
だ
る
よ
う
な
こ
の
暑
さ

も
、
ギ
ラ
ギ
ラ
と
照
り
つ
け
る
太
陽
の
下
で
の
部
活

動
も
、
僕
に
と
っ
て
は
さ
ほ
ど
辛
く
な
い
。
今
僕
は
、

自
分
の
足
で
地
面
を
蹴
り
、
風
を
切
っ
て
思
い
切
り

走
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
陸
上
部
に
入
り
、
練
習

を
重
ね
る
日
々
。
時
々
、
空
を
見
上
げ
て
は
走
る
こ

と
の
楽
し
さ
を
噛
み
締
め
る
の
で
あ
る
。 

 

０
才
の
頃
、
心
臓
に
病
気
が
見
つ
か
り
、
生
後
八

ヶ
月
と
十
ヶ
月
の
二
度
手
術
を
し
た
。
後
三
週
間
発

見
が
遅
れ
て
い
た
ら
命
の
危
険
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。

何
時
間
に
も
及
ぶ
手
術
、
全
身
に
つ
な
が
れ
た
何
本

も
の
点
滴
、
飲
食
の
制
限
で
や
せ
細
っ
た
姿
。
当
時

両
親
は
、
僕
が
走
る
こ
と
な
ん
て
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
ら
し
い
。 

 

お
医
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
病
院
の
方
達
や
家
族

の
お
か
け
で
、
術
後
僕
は
回
復
し
、
特
に
運
動
制
限

等
も
な
く
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
思

い
返
せ
ば
小
学
生
の
頃
、
母
は
よ
く
僕
に 

 

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
さ
い
」 

と
言
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
最
近
知
っ
た
こ
と
だ
が
、

母
自
身
が
僕
の
行
動
に
、
制
限
を
か
け
て
し
ま
わ
な

い
た
め
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
つ
ま
り
、
一
番
大
変

な
時
を
知
っ
て
い
る
周
囲
の
大
人
達
が
無
意
識
の

内
に
僕
を
囲
い
こ
ん
で
や
る
気
や
可
能
性
を
潰
し

て
し
ま
う
と
い
う
、
手
術
に
よ
る
弊
害
を
心
配
し
て

の
こ
と
だ
っ
た
。 

 

お
か
げ
で
僕
は
、
心
臓
の
こ
と
な
ど
意
識
せ
ず
、

様
々
な
こ
と
に
ト
ラ
イ
し
、
普
通
に
友
達
と
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
四
泳
法
を
習
得
し
た
り
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
参
加
し
た
り
、
放
課
後
に
は
毎
日
の
よ
う
に

サ
ッ
カ
ー
を
し
た
り
し
て
楽
し
く
過
ご
せ
た
。 

 

そ
し
て
、
六
年
生
の
夏
、
三
度
目
の
手
術
。
予
後

に
よ
っ
て
そ
の
先
の
運
動
制
限
の
度
合
い
が
変
わ

る
大
事
な
手
術
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、 

「
手
術
が
成
功
し
た
ら
、
中
学
で
は
絶
対
に
運
動
部

に
入
り
た
い
。
」
と
強
く
願
っ
て
い
た
。 

 

三
度
目
の
手
術
か
ら
三
年
が
経
っ
た
今
、
自
分
の

体
の
変
化
で
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
疲
れ
に

く
く
な
っ
た
こ
と
。
以
前
は
学
校
か
ら
家
ま
で
上
り

坂
で
必
ず
息
が
上
が
っ
て
い
た
し
、
プ
ー
ル
に
入
れ

ば
、
真
夏
で
も
く
ち
び
る
が
紫
に
な
っ
て
い
た
。
お

医
者
さ
ん
い
わ
く
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
心
臓
に
負
担

が
か
か
て
い
た
の
で
、
疲
れ
る
こ
と
自
体
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
た
そ
う
だ
。
今
は
１
日
中
プ
ー
ル
で

遊
べ
る
し
、
車
で
行
け
ば
早
く
終
わ
る
よ
う
な
買
い

物
も
走
る
目
的
で
引
き
受
け
て
、
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
の

店
に
行
く
こ
と
だ
っ
て
す
る
。
そ
の
ぐ
ら
い
走
れ
る

こ
と
が
嬉
し
く
て
、
走
る
こ
と
が
楽
し
く
て
仕
方
が

な
い
の
だ
。 

 

真
黒
に
日
焼
け
し
た
僕
を
見
て
大
人
達
は
ど
こ

か
嬉
し
そ
う
に
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
き
っ
と

僕
が
赤
ち
ゃ
ん
の
時
に
た
く
さ
ん
心
配
し
て
く
れ

た
の
だ
と
思
う
。
こ
ん
な
風
に
病
気
の
こ
と
を
作
文

に
書
く
日
が
く
る
な
ん
て
想
像
し
て
い
な
か
っ
た

に
ち
が
い
な
い
。 

 

今
僕
は
わ
く
わ
く
が
止
ま
ら
な
い
。
幼
い
頃
の
よ

う
な
言
わ
れ
て
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
な
く
、
次
か

ら
次
へ
と
や
り
た
い
こ
と
が
自
ら
湧
き
上
が
っ
て

く
る
の
だ
。
例
え
ば
、
色
々
な
国
で
見
た
こ
と
の
な

い
景
色
を
写
真
や
動
画
で
は
な
く
、
自
分
の
目
で
見

て
み
た
い
。
様
々
な
国
の
人
と
話
し
た
り
、
現
地
の

食
べ
物
を
食
べ
て
み
た
い
。
自
転
車
で
旅
だ
っ
て
し

て
み
た
い
。
富
士
山
に
も
登
っ
て
み
た
い
し
、
一
度

は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
も
挑
戦
し
て
み
た
い
。
そ
の
た

め
の
、
語
学
の
勉
強
や
体
力
作
り
。
視
野
を
広
げ
、

見
識
を
深
め
る
。
や
る
べ
き
こ
と
は
山
積
み
だ
。
さ

あ
、
夢
を
か
な
え
よ
う
。
今
な
ら
で
き
る
ぞ
、
ぼ
く

に
な
ら
。 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
奨
励
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「
ど
う
し
て
こ
う
な
る
の
？
」 

亀
岡
市
立
南
桑
中
学
校 

１
年 

 

北 

川 

瑞 

季 

「
い
つ
も
い
つ
も
ど
う
し
て
。
ど
う
し
て
こ
う
な

る
の
。
い
つ
も
何
か
が
あ
っ
た
時
、
人
と
僕
と
が
違

う
こ
と
に
心
が
し
ん
ど
く
な
る
。
ど
う
し
て
、
な
ん

で
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
の
に
。 

 

自
分
と
み
ん
な
は
違
う
。
そ
の
こ
と
に
薄
々
気
づ

き
始
め
た
の
は
、
小
学
校
三
年
生
の
時
だ
っ
た
。 

 

僕
は
み
ん
な
と
違
う
。
僕
は
、
み
ん
な
が
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
行
か
ず
、
自
分
が
「
行
き
た
い
！
」

と
思
う
と
こ
ろ
に
行
く
。
み
ん
な
が
し
て
い
る
こ
と

を
せ
ず
、
「
し
た
い
！
」
と
思
う
こ
と
を
さ
き
さ
き

や
っ
て
し
ま
う
。
僕
に
は
で
き
な
い
こ
と
も
多
す
ぎ

た
。
人
の
話
を
聞
く
こ
と
。
目
を
見
て
話
す
こ
と
。

こ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
い
つ

だ
っ
て
そ
う
だ
っ
た
。
集
中
が
で
き
な
か
っ
た
、
ど

う
し
て
も
。 

 

そ
の
た
び
に
、
「
集
中
し
な
さ
い
。
」
「
何
で
で

き
て
へ
ん
ね
ん
。
」
「
お
か
し
い
や
ろ
。
」
そ
ん
な

こ
と
ば
か
り
言
わ
れ
た
。 

 
 

悲
し
か
っ
た
。
僕
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
も
人
と

違
う
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
と
に
か
く
辛
か
っ
た
。
み

ん
な
が
当
た
り
前
に
で
き
る
こ
と
も
、
僕
に
は
で
き

な
か
っ
た
か
ら
。 

 

何
よ
り
一
番
辛
か
っ
た
の
は
、
「
こ
ん
な
こ
と
も

で
き
な
い
の
か
。
」
「
何
回
言
っ
た
ら
分
か
る
の
。
」

と
周
り
か
ら
言
わ
れ
た
こ
の
二
つ
の
言
葉
だ
っ
た
。 

 

し
ょ
う
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
誰
に
で
も
で
き
な

い
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。
自
分
に
そ
う
言
い
聞
か
せ

て
、
と
に
か
く
我
慢
し
た
。
で
も
そ
ん
な
我
慢
が
い

つ
ま
で
も
続
く
わ
け
も
な
く
、
い
つ
し
か
僕
の
心
は

潰
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

 
け
れ
ど
そ
ん
な
僕
を
救
っ
て
く
れ
た
も
の
が
あ

っ
た
。
一
つ
目
は
「
友
達
」
だ
。
僕
の
存
在
意
義
で

あ
り
、
今
も
こ
う
し
て
生
き
て
い
ら
れ
る
理
由
。
小

学
校
四
年
の
時
に
仲
良
く
な
っ
た
彼
は
、
優
し
く
て

明
る
く
て
、
僕
に
光
を
く
れ
た
人
だ
っ
た
。
彼
は
僕

が
初
め
て
心
を
開
け
て
し
ゃ
べ
れ
る
人
に
な
っ
た
。

人
と
違
っ
て
い
て
、
だ
め
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
は
ず
の
僕
を
「
僕
の
ま
ま
で
」
大
切
に
し
て
く
れ

た
友
達
に
、
僕
は
救
わ
れ
た
。
「
自
分
が
自
分
で
い

て
い
い
ん
だ
。
」
そ
う
強
く
思
え
た
。 

 

も
う
一
つ
僕
を
救
っ
て
く
れ
た
も
の
。
そ
れ
は
、

「
も
の
を
創
る
こ
と
」
だ
っ
た
。
何
を
す
る
に
も
落

ち
着
き
が
な
か
っ
た
僕
は
、
あ
る
と
き
段
ボ
ー
ル
工

作
を
始
め
た
。
そ
の
時
僕
は
、
０
か
ら
完
成
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
も
の
を
創
る
こ
と
が
「
で
き
る
」
の
だ
と

気
づ
い
た
。
僕
は
も
の
を
創
造
す
る
こ
と
が
得
意
な

の
で
は
な
い
か
、
と
。
自
分
に
も
、
で
き
る
こ
と
、

人
に
自
慢
で
き
る
も
の
が
あ
っ
た
。
自
分
の
こ
と
を

「
す
ご
い
」
と
思
え
る
こ
と
に
出
会
え
た
。
こ
の
こ

と
は
僕
の
人
生
に
と
っ
て
大
き
な
大
き
な
光
に
な

っ
た
。 

 

今
僕
は
生
き
て
い
る
。
み
ん
な
と
同
じ
場
所
で
、

み
ん
な
と
同
じ
生
活
を
し
、
同
じ
こ
と
に
喜
び
、
同

じ
こ
と
に
悲
し
む
。
友
達
も
大
切
な
人
も
い
る
。
何

よ
り
、
今
僕
に
は
み
ん
な
と
同
じ
で
「
で
き
る
」
こ

と
が
あ
る
。 

 

僕
は
、
自
分
は
み
ん
な
と
は
違
っ
て
い
て
、
自
分

は
何
も
で
き
な
い
、
そ
う
思
い
込
み
悩
ん
で
い
た
。

け
れ
ど
も
そ
れ
は
違
っ
た
。
人
に
は
当
然
で
き
な
い

こ
と
も
あ
る
が
、
反
対
に
で
き
る
こ
と
も
必
ず
あ

る
。
僕
は
「
も
の
を
創
る
こ
と
」
が
得
意
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
僕
を
僕
の
ま
ま
で
受
け
入
れ
て
く
れ
る
人

が
い
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
僕
に
生
き
る
希
望
と

勇
気
を
く
れ
た
。 

 

も
し
も
昔
の
僕
の
よ
う
に
辛
い
想
い
、
苦
し
い
想

い
を
し
て
い
る
人
が
い
る
の
な
ら
、
「
自
分
な
ん
か

だ
め
な
ん
だ
。
」
な
ん
て
思
わ
な
い
で
欲
し
い
。「
自

分
な
ん
て
」
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
に
も
、
あ
な
た

を
あ
な
た
の
ま
ま
で
大
切
と
思
っ
て
く
れ
る
人
が

い
る
は
ず
。
そ
し
て
あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と
、
あ

な
た
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
。
だ
か
ら
諦

め
な
い
で
欲
し
い
。
自
分
な
ん
か
だ
め
な
ん
だ
と
決

し
て
思
わ
な
い
で
。 

 

僕
と
同
じ
苦
し
み
を
感
じ
て
い
る
人
が
、
自
分

だ
け
で
思
い
悩
む
こ
と
な
く
、
「
大
切
だ
」
「
得

意
だ
」
と
思
え
る
こ
と
に
出
会
え
る
社
会
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
奨
励
賞 

「
書
き
留
め
て
お
く
も
の
」 

京
都
府
立
福
知
山
高
等
学
校 

附
属
中
学
校 

２
年 

 

谷 

村 

知 

洋 

手
帳
、
僕
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
飛
び
交

う
中
、
生
活
を
し
て
い
る
。
「
皆
さ
ん
は
、
手
帳
を

頻
繁
に
活
用
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
も
、
紙
の

手
帳
で
あ
る
」
こ
れ
を
訊
い
て
「
ド
キ
ッ
」
と
す
る

人
や
、
あ
る
い
は
、
何
も
感
じ
な
い
と
い
う
人
、「
も

っ
て
い
る
け
ど
・
・
・
」
と
い
う
人
も
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
僕
は
頻
繁
に
使
用
し
て
い
る
方
だ
と
思
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
日
の
予
定
、
ま
た
、
や
る

べ
き
こ
と
リ
ス
ト
、
メ
モ
、
自
分
の
将
来
に
向
け
た

対
策
に
関
し
て
の
整
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
と

し
て
手
帳
を
活
用
し
て
い
る
。 

 

僕
自
身
が
現
在
通
っ
て
い
る
中
学
校
で
は
、
紙
の

手
帳
を
活
か
す
こ
と
が
と
て
も
奨
励
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
必
ず
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
に
違
い
な

い
。
だ
が
、
手
帳
を
利
用
し
て
い
る
人
の
中
で
も
、

効
果
に
つ
い
て
理
解
で
き
て
い
る
人
は
多
く
な
い

の
で
は
な
い
か
。 

 

僕
の
父
は
数
年
前
ま
で
は
紙
の
手
帳
を
持
っ
て

い
た
の
だ
が
今
は
持
っ
て
い
な
い
。
反
対
に
、
母
は

今
も
紙
の
手
帳
を
使
用
し
て
い
る
。
だ
が
、
母
の
そ

の
手
帳
に
は
そ
の
日
そ
の
日
の
予
定
の
み
が
記
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
手
帳
の
効
果
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
意
識
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う

な
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
一
体
、
「
手
帳

の
効
果
」
と
は
何
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

一
つ
目
は
、
予
定
を
簡
略
化
し
て
立
て
た
り
、
今

後
の
見
通
し
が
つ
き
や
す
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
。
例
え
ば
、
「
こ
の
課
題
を
こ
の
日
ま
で
に
す

る
ぞ
、
と
目
処
を
つ
け
る
」
よ
う
に
、
優
先
順
位
を

明
確
に
し
、
す
る
べ
き
こ
と
や
し
た
い
こ
と
の
リ
ス

ト
を
作
る
こ
と
も
こ
れ
に
当
て
は
ま
る
。 

 

二
つ
目
は
、
日
記
の
よ
う
に
後
で
振
り
返
る
こ
と

が
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
る
と
、

僕
の
通
っ
て
い
る
学
校
で
は
、
地
域
と
の
繋
が
り
や

そ
の
活
性
化
を
最
終
目
標
と
す
る
特
別
授
業
が
あ

る
。
以
前
、
そ
の
授
業
に
関
連
の
あ
る
学
習
の
為
、

校
外
学
習
へ
行
っ
た
そ
の
時
、
僕
は
現
地
の
人
の
話

を
メ
モ
し
た
。
数
日
後
、
学
校
で
そ
の
授
業
が
あ
っ

た
の
だ
が
、
そ
の
メ
モ
か
ら
次
の
今
へ
と
繋
が
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
活
か
す
こ
と
が
出
来
た
。
手
帳
の
よ

う
に
メ
モ
す
る
も
の
を
決
め
て
お
く
こ
と
で
便
利

な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
手
帳
は
す
ぐ
に
取
り
出
し
や

す
い
。 

 

三
つ
目
は
、
記
憶
の
定
着
と
再
生
で
あ
る
。
紙
の

手
帳
か
電
子
機
器
で
の
メ
モ
の
効
能
の
違
い
を
研

究
し
た
酒
井
邦
嘉
氏
に
よ
る
と
、
そ
の
研
究
で
紙
の

手
帳
で
は
「
五
感
を
通
し
て
空
間
的
な
手
が
か
り
を

与
え
る
こ
と
で
、
よ
り
深
い
記
銘
を
可
能
に
す
る
・

・
・
中
略
・
・
・
記
憶
力
や
創
造
性
に
つ
な
が
る
紙

媒
体
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
」
と
い

う
。
つ
ま
り
、
大
切
な
予
定
な
ど
の
時
に
紙
の
手
帳

を
使
用
す
る
の
は
ま
さ
に
好
都
合
な
の
で
あ
る
。
果

た
し
て
、
そ
れ
が
、
記
憶
の
定
着
、
再
生
と
し
て
活

か
さ
れ
る
の
か
は
個
人
に
よ
っ
て
左
右
が
あ
る
が
。 

 

四
つ
目
は
、
危
機
感
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
も
以
前
、
僕
が
学
校
の
テ
ス
ト
等
で
と
て

も
忙
し
く
、
あ
る
検
定
の
対
策
が
不
十
分
だ
っ
た

時
、
手
帳
を
見
る
と
「
あ
と
、
四
日
や
ん
」
と
ハ
ッ

と
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
先
程
一

つ
目
で
述
べ
た
「
予
定
の
簡
略
化
、
今
後
の
見
通
し
」

に
つ
な
が
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
予
定
を
忘
れ
て

し
ま
っ
た
際
も
記
憶
を
呼
び
お
こ
す
タ
イ
マ
ー
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
手
帳
に
は
予
定
を
今
後
の
見
通
し

が
つ
き
や
す
い
よ
う
に
立
て
ら
れ
た
り
、
後
で
振
り

返
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ

っ
て
、
記
憶
を
定
着
さ
せ
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
活
用

す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
の
う
え
、
予
定
が
迫
っ
て

い
る
た
め
、
危
機
感
さ
え
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
良
い
こ
と
づ
く
し
の
代
物
な
の
だ
。 

 

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
飛
び
交
う
現
在
。
そ
ん
な

情
報
を
く
ま
な
く
、
長
い
時
間
覚
え
て
お
く
こ
と

は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、
自
分
の
未
来
へ
設
計

を
立
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
ん
な

時
、
紙
の
手
帳
は
人
生
を
豊
か
に
す
る
も
の
な
の

だ
。
さ
あ
、
皆
さ
ん
も
紙
の
手
帳
を
活
用
し
て
み

よ
う
。 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
奨
励
賞 

「
姉
ち
ゃ
ん
、
静
か
に
し
て
ぇ
！
」 

亀
岡
市
立
育
親
中
学
校 

３
年 

 

楠 

本 

昇 

弦 

僕
と
四
つ
違
い
の
姉
ち
ゃ
ん
が
テ
レ
ビ
に
向
か

っ
て
叫
ぶ
！
叫
ぶ
！
叫
ぶ
！
我
が
家
で
一
番
元
気

な
人
そ
れ
は
姉
ち
ゃ
ん
で
あ
る
。
姉
ち
ゃ
ん
が
叫
ん

で
い
る
理
由
は
、
韓
国
の
男
性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

が
音
楽
番
組
に
出
演
し
て
い
た
か
ら
だ
。
姉
ち
ゃ
ん

は
、
韓
国
の
ア
イ
ド
ル
を
心
か
ら
愛
し
て
い
る
。
世

界
的
に
有
名
に
な
っ
た
「B

T
S

」
の
他
に
、
姉
ち
ゃ

ん
に
は
三
つ
く
ら
い
「
推
し
」
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が

あ
る
ら
し
い
が
、
自
分
的
に
は
そ
の
違
い
が
い
ま
い

ち
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
前
母
が
、
「B

T
S

」
の
メ

ン
バ
ー
の
一
人
、
「su

g
ar

」
さ
ん
を
英
語
表
記
だ
っ

た
せ
い
か
、
「
ス
ガ
さ
ん
」
と
間
違
え
て
呼
ん
だ
こ

と
が
あ
っ
た
。
姉
ち
ゃ
ん
は
も
の
す
ご
く
怒
っ
て
い

た
が
、
僕
も
母
も
な
ぜ
そ
れ
く
ら
い
の
こ
と
で
怒
る

の
か
理
解
で
き
ず
、
気
ま
ず
い
空
気
が
流
れ
て
し
ま

っ
た
。
そ
れ
く
ら
い
姉
ち
ゃ
ん
の
韓
国
ア
イ
ド
ル
熱

は
高
い
の
だ
。 

 

姉
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
、
自
分
の
イ
チ
オ
シ
を
決
め

て
応
援
す
る
活
動
全
般
の
こ
と
を
「
推
し
活
」
と
い

う
ら
し
い
。
元
々
は
、
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
が
自
分
の

好
き
な
ア
イ
ド
ル
を
「
推
し
」
と
呼
ん
だ
こ
と
が
始

ま
り
の
よ
う
だ
が
、
現
在
で
は
二
次
元
の
ア
ニ
メ
や

ゲ
ー
ム
、
漫
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
は
じ
め
、
ス
ポ

ー
ツ
選
手
や
歴
史
上
の
人
物
、
さ
ら
に
は
鉄
道
や
建

造
物
と
い
っ
た
人
間
以
外
の
も
の
に
ま
で
「
推
し
」

の
対
象
は
広
が
っ
て
い
る
。 

 

僕
の
姉
ち
ゃ
ん
は
、
こ
の
「
推
し
活
」
を
始
め
て

か
ら
変
わ
っ
た
。
何
事
に
も
前
向
き
で
、
物
事
を
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
も
ち
ろ

ん
最
初
は
、
い
い
成
績
を
と
っ
た
ら
「
推
し
」
グ
ッ

ズ
を
買
っ
て
も
ら
え
る
と
か
、
お
小
遣
い
を
た
く
さ

ん
も
ら
え
る
と
い
っ
た
打
算
的
な
理
由
が
先
行
し

て
い
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
勉
強
す
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
成
果
や
、
課
題
を
や
り
き
っ
た
満
足
感
・
達
成

感
を
味
わ
う
こ
と
が
メ
イ
ン
に
な
り
、
そ
の
結
果
、

自
己
肯
定
感
が
上
が
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。
自
分
に

自
信
が
持
て
る
こ
と
、
積
極
的
に
行
動
す
る
力
が
身

に
つ
く
こ
と
、
そ
し
て
「
推
し
」
と
い
う
共
通
点
を

通
し
て
広
が
る
人
間
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
。
変
わ
っ
て
い
く
姉
ち
ゃ
ん
を
近
く
で
見
て
い

て
、
き
っ
か
け
は
何
で
あ
れ
、
何
か
に
夢
中
に
な
る

こ
と
は
人
を
変
え
る
原
動
力
に
な
る
の
だ
な
と
思

っ
て
い
る
。 

 

姉
ち
ゃ
ん
は
、
韓
国
ア
イ
ド
ル
を
通
し
て
、
近
く

て
遠
い
国
と
言
わ
れ
て
き
た
「
韓
国
」
と
い
う
国
の

文
化
に
も
興
味
を
持
ち
、
韓
国
語
の
勉
強
を
し
た
り

S
N

S

で
発
信
さ
れ
る
韓
国
に
関
す
る
情
報
の
チ
ェ
ッ

ク
に
余
念
が
な
い
。
実
際
僕
た
ち
の
世
代
は
、
韓
国

と
い
う
国
に
親
近
感
や
憧
れ
と
い
っ
た
感
情
を
持

つ
こ
と
の
方
が
多
い
。
韓
国
で
も
、
若
い
世
代
に
は

日
本
の
文
化
、
特
に
ア
ニ
メ
や

J‐
P

O
P

が
広
く
受

け
入
れ
ら
れ
人
気
が
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
一
方

で
、
い
ま
だ
根
強
い
反
日
感
情
を
も
た
れ
て
い
る
高

齢
者
の
方
々
が
多
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
社
会
科
の

授
業
で
日
本
と
韓
国
の
歴
史
を
学
ん
だ
と
き
に
、
な

ぜ
こ
ん
な
に
も
反
日
感
情
を
抱
く
の
か
を
理
解
し

た
。
一
九
九
〇
年
代
で
も
韓
国
で
は
、
日
本
を
肯
定

し
た
り
日
本
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
は
ま
ま
な
ら

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
僕
た
ち
の
世
代
は
、
過
去
の
歴

史
を
授
業
で
学
ぶ
だ
け
で
当
事
者
意
識
は
薄
い
。
だ

か
ら
な
の
か
国
や
歴
史
と
い
っ
た
壁
を
越
え
て
「
い

い
な
」
と
思
っ
た
も
の
は
柔
軟
に
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
を
可
能
に
し
た
も
の
の
一
つ
が

S
N

S

の
普
及
だ
と
思
う
。SN

S

の
進
化
が
な
け
れ
ば
、

姉
ち
ゃ
ん
が
推
し
活
を
す
る
こ
と
も
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
変
身
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
過

去
を
無
か
っ
た
こ
と
に
す
る
の
で
は
な
く
、
過
去
の

歴
史
を
正
し
く
理
解
し
、
過
ち
は
真
摯
に
受
け
止
め

た
上
で
、
互
い
の
国
の
文
化
を
リ
ス
ペ
ク
ト
で
き
る

関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
未
来
を

作
っ
て
い
く
僕
た
ち
の
役
目
だ
と
改
め
て
思
う
。 

 

世
界
はS

N
S

を
通
し
て
近
く
な
っ
た
。
姉
ち
ゃ
ん

が
韓
国
語
で
テ
レ
ビ
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
日
も
そ
う

遠
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
姉
ち
ゃ
ん
を
横
目
で

見
な
が
ら
、
僕
も
こ
れ
だ
け
は
誰
に
も
負
け
な
い
ぞ

と
い
う
自
分
だ
け
の
「
推
し
」
を
見
つ
け
、
自
分
に

自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
ま

ず
は
志
望
校
の
合
格
通
知
を
ゲ
ッ
ト
で
き
る
よ
う

に
学
力
を
つ
け
る
こ
と
が
今
の
僕
の
最
優
先
課
題

だ
。 

 

余
談
だ
が
、
「
推
し
活
」
は
認
知
症
の
予
防
に
つ

な
が
る
効
果
が
あ
る
と
の
研
究
結
果
も
あ
る
。
「
推

し
」
と
い
う
対
象
を
応
援
す
る
こ
と
で
脳
に
新
鮮
な

体
験
を
も
た
ら
し
、
脳
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
ら
し

い
。
少
子
高
齢
化
問
題
に
一
役
買
う
か
も
し
れ
な
い

と
ひ
そ
か
に
期
待
し
つ
つ
、
テ
レ
ビ
に
向
か
っ
て
叫

ん
で
い
る
姉
ち
ゃ
ん
、
も
う
ち
ょ
っ
と
静
か
に
し
て

ぇ
！ 
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京
都
府
青
少
年
育
成
協
会
会
長
奨
励
賞 

「
当
た
り
前
の
日
々
の
大
切
さ
」 

舞
鶴
市
立
城
北
中
学
校 

３
年 

 

新 

城 

光 

規 

こ
の
出
来
事
が
起
こ
る
前
ま
で
は
、
当
た
り
前
の

日
常
の
大
切
さ
を
一
度
も
考
え
た
こ
と
な
く
、
過
ご

し
て
い
た
。 

 

二
年
前
の
夏
、
突
如
僕
の
当
た
り
前
の
日
常
が
崩

れ
た
。
「
脳
腫
瘍
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
る
か
ら
手

術
す
る
わ
。
」
と
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
様
子
で
母

が
話
し
だ
し
た
。
良
性
の
腫
瘍
の
可
能
性
が
高
い
か

ら
心
配
し
な
く
て
い
い
こ
と
や
、
京
都
市
内
の
専
門

の
先
生
に
お
願
い
す
る
こ
と
な
ど
、
一
連
の
流
れ
が

伝
え
ら
れ
た
。
突
然
の
こ
と
に
何
も
考
え
ら
れ
ず
、

言
葉
が
出
て
こ
な
か
っ
た
。
落
ち
着
い
て
か
ら
頭
を

整
理
し
、
母
に
「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
。
」
と

尋
ね
た
。
母
は
「
し
っ
か
り
食
べ
て
、
寝
て
、
い
つ

も
と
変
わ
ら
ず
、
心
も
体
も
元
気
で
過
ご
し
て
。
そ

し
て
、
退
院
の
日
に
元
気
に
迎
え
に
来
て
。
そ
の
日

を
楽
し
み
に
頑
張
っ
て
く
る
。
」
と
言
っ
た
。
母
は

入
院
日
を
決
め
、
着
々
と
準
備
し
て
い
っ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
面
会
も
で
き
ず
、
遠
く
の
病
院
で
、
寂

し
く
て
怖
く
な
い
の
か
尋
ね
た
。
手
術
を
決
心
す
る

ま
で
は
、
怖
か
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
決
め
て
か

ら
は
前
向
き
に
、
や
る
べ
き
こ
と
が
見
え
て
き
て
、

楽
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
な
に
よ
り
、
手
術
出
来
る
段

階
で
早
く
見
つ
か
り
、
上
手
な
先
生
に
お
願
い
で
き

て
幸
せ
だ
と
、
母
は
前
向
き
に
と
ら
え
て
い
た
。
少

し
安
心
し
た
け
れ
ど
、
ま
だ
心
配
だ
っ
た
。 

 

母
が
い
な
い
家
の
中
は
、
い
つ
も
と
雰
囲
気
が
違

っ
た
。
ご
飯
を
作
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
何
か
を
し
て

も
ら
っ
た
り
す
る
の
は
当
た
り
前
で
、
母
は
い
つ
も

元
気
で
、
不
死
身
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。
僕
が
元

気
に
過
ご
す
こ
と
が
、
母
が
一
番
望
ん
で
い
る
こ
と

だ
と
思
っ
た
。
心
配
だ
っ
た
け
れ
ど
、
僕
か
ら
は
電

話
し
な
い
と
決
め
た
。
痛
い
時
や
辛
い
時
に
、
無
理

し
て
話
さ
せ
る
の
は
嫌
だ
っ
た
し
、
な
に
よ
り
心
配

性
の
母
に
、
自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
ほ
し
か
っ

た
。
父
と
役
割
を
決
め
、
出
来
る
こ
と
は
自
分
で
す

る
よ
う
に
し
た
。
親
戚
に
も
助
け
て
も
ら
っ
た
。
手

術
の
日
の
夜
、
十
時
間
か
か
り
成
功
し
た
と
、
父
か

ら
連
絡
が
あ
っ
た
。
二
日
後
、
母
か
ら
電
話
が
あ
っ

た
。
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
声
を
聞
い
て
、
初
め
て

安
心
で
き
た
。
そ
れ
か
ら
二
週
間
後
母
は
退
院
し

た
。
そ
し
て
、
当
た
り
前
の
日
常
が
、
戻
っ
て
き
た
。 

 

こ
の
出
来
事
か
ら
僕
の
考
え
方
は
変
わ
っ
た
。
意

思
を
貫
く
こ
と
は
大
切
だ
が
、
物
事
の
背
景
や
状
況

や
、
関
わ
る
人
の
思
い
を
考
え
て
、
自
分
の
役
割
を

見
抜
き
行
動
す
る
こ
と
を
学
ん
だ
。
そ
し
て
、
少
し

強
く
な
れ
た
。「
人
生
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
」

経
験
し
て
実
感
し
た
。
僕
た
ち
は
一
人
で
生
き
て
い

る
の
で
は
な
く
、
様
々
な
人
に
助
け
ら
れ
た
り
、
導

か
れ
た
り
し
な
が
ら
生
き
て
い
る
。
当
た
り
前
と
思

っ
て
い
る
こ
と
も
、
当
た
り
前
で
は
な
く
、
平
凡
な

日
常
が
幸
せ
だ
と
気
づ
い
た
。
一
日
一
日
を
大
切
に

生
き
て
、
周
り
の
人
を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
た
。

そ
れ
が
、
僕
自
身
の
力
を
蓄
え
る
こ
と
に
な
り
、
強

さ
と
な
る
。
ま
だ
足
り
な
い
力
が
沢
山
あ
る
。
知
識
、

努
力
、
忍
耐
、
思
い
や
り
、
決
断
力
な
ど
沢
山
の
力

が
必
要
だ
。
そ
の
蓄
え
た
力
を
武
器
に
、
思
い
が
け

な
い
こ
と
や
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
解
決
方

法
を
考
え
、
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。 

 

こ
れ
か
ら
の
、
僕
の
未
来
は
誰
も
予
想
で
き
な

い
。
楽
し
い
こ
と
以
上
に
、
辛
い
こ
と
や
苦
し
い
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
挫
折
も
味
わ
う
だ
ろ

う
。
落
ち
込
む
こ
と
や
、
逃
げ
だ
し
た
い
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
、
自
分
自
身
で
、
切
り
開
く
未

来
は
最
高
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
力
を
つ
け
た
自
分
自
身

で
選
ぶ
道
だ
か
ら
、
失
敗
し
て
も
後
悔
は
な
い
は

ず
。
失
敗
も
プ
ラ
ス
に
出
来
る
は
ず
。
困
難
に
遭
遇

し
た
時
に
、
ど
う
行
動
で
き
る
か
で
、
そ
の
人
の
価

値
が
は
か
ら
れ
る
は
ず
だ
。
「
一
日
一
日
を
大
切
に

し
な
さ
い
。
毎
日
の
わ
ず
か
な
差
が
人
生
に
と
っ
て

大
き
な
差
と
な
っ
て
現
れ
る
の
で
す
か
ら
。
」
フ
ラ

ン
ス
の
哲
学
者
で
あ
り
、
数
学
者
の
ル
ネ
・
デ
カ
ル

ト
の
言
葉
だ
。
今
日
一
日
が
最
高
の
日
に
な
る
よ
う

に
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、
常
に
前
向
き
に
努
力
し
て

い
き
た
い
。
未
来
に
起
き
る
、
ど
ん
な
こ
と
に
で
も

立
ち
向
か
え
る
人
に
な
れ
る
よ
う
に
。 
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第 45回「少年の主張京都府大会」 

講 評 

皆さんは、府内各地から寄せられた多くの主張作文の中から、審査を経て今日の京都府大会の発表者に
選ばれました。このことは、高く評価されることです。この舞台に立ったことに自信と誇りをもってくだ
さい。 

今日、多くの人の前で自己の主張を述べたことは、大変貴重な経験になったことと思います。また、他
の人の発表を聴くことで多くのことを学ぶことができたと思います。皆さんの主張は、同じ年代の中学生
のみならず、会場にいる全ての人にも感銘をうけるものでありました。 

さて、今回応募してくれた皆さんの主張作文は、社会や世界に向けての意見、未来への希望や提案、友
達との関わり、家庭や学校生活のこと、社会の出来事に関することなど様々なテーマで中学生らしい視点
や切り口で主張されている作品ばかりでした。今年度の応募された作品のテーマの特徴としては、昨年度
は猛威をふるっていた新型コロナウイルス感染症についてのことや、またその影響による人間関係、絆に
ついての主張が多かったように感じました。今年度は、友達、家庭、学校生活、思春期の心の葛藤といっ
た普遍的なテーマの作品のほかに、社会の状況を反映した、環境のことやチャットＧＰＴなどの生成ＡＩ
やこれからの情報との向き合い方など未来に向けての主張が増えたように見られました。 

中学生の時期というのは、自分の生き方や社会への関心が高まり、自分の考えとしてまとめ、提言や提

案をしようとする意欲が高まり、そのあるべき姿を模索してくる時期でもあります。 

どの作品もただ現状を伝えるだけではなく、現状をしっかりと考え、自分たちにできることや社会に向

けての提言など、何を主張したいのかよくまとめられ、力強く未来を切り拓いていこうとする主張でした。 

さらに、今日発表してくれた皆さんの主張を聞いて感じたのは、主張の内容においてのみならず、話す
速さ、間のとり方や抑揚、顔の表情や身振りなど、聞く人に自分の訴えたいことを効果的に伝えるための
プレゼンテーション力が大変素晴らしいと思いました。 

昨今、チャットＧＰＴなどの生成ＡＩが出てきていますが、このコンピュータ技術を使うことで何とな

く聞き心地の良い作文が作れるのですが、まだ現在の技術では、すでにある世界のビッグデータからしか
ものを作り出すことができず、今日の発表のような中学生らしい視点で、誰も発表していない新しいもの
を作ることはできないそうです。また、発表自体も相手を感じながら、間や抑揚をつけたりするなど、自
分の主張を効果的に伝えることも現在の技術ではできないとも言われています。今日のように、会場にい
る人たち感動を与えることができるのは、人にしかできないことです。まさに、今日発表してくれた皆さ
んにしかできないことです。 

このことは、審査のポイントとしてでもあり、「中学生らしい感性で新鮮な主張であるか」、「新しい視
点があるか」、「提案や提言を実現・実践する意欲が感じられるか」、「論旨が一貫し、構成がしっかりして
いるか」といった点や、「発表内容が共感と感銘を与えているか」、「説得力のある話し方であるか」、「話
しぶりに熱意と迫力があるか」などについても見ていきました。 

どの発表も素晴らしく、審査も難航しましたが、その中で、審査の結果、京都府知事賞を受賞された、

相楽東部広域連合立笠置中学校のアブドゥル フセイン・ナジュマさん、本当におめでとうございます。 

「おばあちゃんが教えてくれたこと」というテーマで、アフガニスタン紛争から武力的な行為で人が命

を落とさなければならないことはおかしい。そんなことがない世界にするための一歩を考えていきたい
という主張は、とても感銘を受け、我々も考えさせられる内容であり、素晴らしい発表でした。 

また、各賞を受賞された皆さん、同じくおめでとうございます。 

今日発表してくれた皆さんが、この貴重な経験を糧として、それぞれの学校、地域で今後ますます活躍
されますことと、皆さんの意見や思いを、ぜひ、これからの社会をよりよくするための行動に結びつけて
いってほしいと、心より願っています。 

会場にお集まりの保護者のみなさん、教育関係者やＰＴＡの皆様におかれましては、本日の発表の様子
や一人一人の発表の良さをご家庭や学校、地域で共有していただければと思います。 

最後になりましたが、本日しっかりと進行を進めてくれた二人の中学生と事務局の皆様、「少年の主張
京都府大会」に関わってくださった皆様に感謝申し上げ、私の講評とさせていただきます。 

 

京都府教育庁指導部学校教育課 

総括指導主事 福田 昌弘 



 

  

  私
が
歩
む
夢
へ
の
道 

 

 
 

鳥
取
県 

米
子
市
立
東
山
中
学
校 

三
年 

 
矢
曳 

未
来 

 

私
は
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
障
が
い
者
だ
。
生
ま

れ
つ
き
で
は
な
く
、
六
年
前
に
交
通
事
故
に
遭
っ
た

こ
と
で
後
遺
症
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
事
故
後

の
シ
ョ
ッ
ク
で
歩
け
な
く
な
っ
た
。
記
憶
力
が
低
下

し
た
。
集
中
力
が
続
か
な
く
な
り
、
些
細
な
こ
と
で

疲
れ
て
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
。
私
は
そ
の
後
遺
症
を

負
っ
た
こ
と
で
、
で
き
な
い
こ
と
が
増
え
た
。
生
活

に
関
す
る
不
自
由
、
勉
強
に
関
す
る
不
自
由
、
そ
の

他
色
々
な
こ
と
で
前
の
自
分
の
ほ
う
が
良
か
っ
た

と
思
う
。
最
近
は
怒
り
の
気
持
ち
よ
り
、
悲
し
み
の

気
持
ち
が
増
え
た
よ
う
に
思
う
。 

 

 

私
に
は
二
つ
上
の
姉
が
い
る
。
私
は
今
、
中
学
校

三
年
生
だ
か
ら
、
高
校
進
学
を
考
え
た
と
き
に
真
っ

先
に
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
姉
だ
っ
た
。
姉
と
同
じ
高

校
に
行
き
た
い
と
思
っ
た
。
け
れ
ど
、
そ
れ
は
と
て

も
難
し
い
選
択
だ
と
知
っ
て
い
た
。
私
に
は
障
が
い

が
あ
り
、
姉
と
は
違
う
か
ら
だ
。
障
が
い
を
負
っ
た

こ
と
で
、
勉
強
に
集
中
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
難
し

く
な
り
、
で
き
る
こ
と
よ
り
で
き
な
い
こ
と
が
増
え

た
私
に
高
校
進
学
な
ん
て
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
考

え
た
。
今
は
自
分
の
体
の
状
態
が
少
し
ず
つ
わ
か
っ

て
き
た
か
ら
こ
そ
言
え
る
こ
と
だ
が
、
私
に
は
普
通

校
進
学
は
難
し
い
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
け
れ

ど
、
前
は
変
わ
っ
た
自
分
を
受
け
入
れ
た
く
な
か
っ

た
。
や
れ
ば
私
は
で
き
る
。
元
の
よ
う
に
戻
れ
る
と

考
え
て
い
た
。
そ
う
思
っ
て
中
学
校
に
通
っ
て
き
た

が
、
今
と
な
っ
て
は
そ
れ
も
難
し
い
と
い
う
こ
と
を

知
っ
た
。
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
自
分
の
体
が
わ
か

っ
て
き
た
か
ら
だ
。
自
分
を
知
る
と
い
う
の
は
、
辛

い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
、
そ
の
こ
と
を

理
解
し
た
と
き
か
ら
、
な
ん
だ
か
体
の
力
が
抜
け
て

悲
し
く
な
っ
た
。
私
は
、
も
し
か
し
た
ら
小
学
校
か

ら
中
学
校
に
上
が
る
と
き
、
事
故
に
遭
う
前
の
自
分

に
戻
り
た
く
て
、
姉
と
同
じ
東
山
中
学
校
を
選
ん
だ

の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

そ
ん
な
理
由
で
選
ん
だ
中
学
校
だ
け
ど
私
は
今
、

そ
の
選
択
を
し
て
良
か
っ
た
、
幸
せ
だ
と
思
う
。
な

ぜ
な
ら
中
学
校
に
通
っ
て
い
る
と
、
先
生
た
ち
が
私

を
本
当
に
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
る
か
ら
だ
。
そ
れ
は
、
私
が
今
、
何
よ
り
も

欲
し
て
い
る
気
持
ち
だ
。
ま
た
、
中
学
校
に
通
う
こ

と
で
、
同
級
生
と
一
緒
に
勉
強
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
さ

せ
て
も
ら
え
た
。
委
員
会
活
動
や
応
援
団
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
こ
の
三
年
間
を
通
し
て
、

私
は
全
て
が
全
て
融
通
が
効
く
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

私
は
大
人
に
な
っ
た
ら
、
支
援
学
校
や
支
援
学
級

の
教
師
に
な
り
た
い
。
中
学
校
の
先
生
達
が
私
を
大

切
に
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
、
私
も
教
師
に
な
っ

た
ら
、
支
援
学
校
や
支
援
学
級
の
子
供
達
を
大
切
に

し
た
い
。
生
ま
れ
つ
き
の
障
が
い
が
あ
っ
た
り
、
体

が
不
自
由
で
普
通
校
に
は
通
え
な
か
っ
た
り
す
る

子
供
達
に
「
あ
な
た
達
に
は
居
場
所
が
あ
る
、
一
人

で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
の
た
め
に
私
は
自
分
を
見
つ
め
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
探
し
て
い
き
た
い
。
だ
か
ら
私
は
、
高
校
は

養
護
学
校
に
行
き
た
い
。
養
護
学
校
で
自
分
の
可
能

性
を
見
つ
け
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
、
誰
か
の
役
に

立
て
る
こ
と
を
探
し
て
い
き
た
い
。 

 

私
は
最
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。
最
近
に
な
っ
て
や
っ
と
「
で
き

な
い
自
分
」
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
の
だ
。
小
さ
い
頃
か
ら
頑
固
で
、
こ
れ
だ
と
決
め

れ
ば
、
周
り
の
人
の
言
う
こ
と
な
ん
て
聞
か
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
事
故
に
遭
っ
て
同
年
代
の
人
達
よ
り
、

で
き
な
い
こ
と
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
が
、
も
の
す

ご
く
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
だ
っ
た
。 

 

け
れ
ど
、
も
う
そ
れ
は
過
去
の
話
だ
。
今
の
私
は

こ
う
な
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。
こ
の
考
え
は
、
自

分
は
で
き
な
い
と
諦
め
た
の
で
は
な
く
、
自
分
を
認

め
た
の
だ
。
私
は
、
私
な
り
の
道
を
歩
む
こ
と
を
願

う
。
私
は
自
分
の
歩
幅
で
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
「
私

の
夢
」
を
叶
え
よ
う
と
思
う
。
目
的
地
へ
時
間
を
か

け
て
進
ん
で
ゆ
く
カ
タ
ツ
ム
リ
の
よ
う
に
。
私
の
夢

は
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
く
。 

 

「
少
年
の
主
張
全
国
大
会
」 

 
～
わ
た
し
の
主
張
２
０
２
３
～ 

内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞
作
文 



 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人 京都府青少年育成協会 
京都市上京区出水通油小路東入丁子風呂町 104番地の 2 京都府庁西別館 3階 
TEL 075-417-0602  FAX 075-417-0603  e-mail kpyda@cello.ocn.ne.jp 

URL  http://kyoto-seishonen.or.jp/ 

公益社団法人京都府青少年育成協会は、「京都府子育て環境日本一推進会議」に参画しています。 

 

大会の模様を You Tubeでご覧いただけます。 
 

 


